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本
の
主
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と
反
逆

１

「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
と
日
本
史

２

国
体
論
と
忠
誠

�

国
体
論
批
判

�

日
本
史
に
お
け
る
反
逆
概
念

�

公
儀
と
反
逆

３

刑
法
改
正
と
反
逆
罪

４

明
治
前
期
の
主
権
論
と
大
臣
責
任

１

「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
と
日
本
史

大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
直
後
、
金
子
堅
太
郎
は
、『
憲
法
義
解
』
の
英
訳
を
携
え
て
、
欧
米
諸
国
の
政
治
家
・
学
者
を
訪
問
し
、
そ
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の
意
見
を
聴
い
た
。
金
子
堅
太
郎
が
イ
ギ
リ
ス
の
「
ア
ン
ソ
ン
」
氏
と
「
ダ
イ
セ
イ
」（
ダ
イ
シ
ー
）
氏
に
対
し
て
、
日
本
の
憲
法
史

に
つ
い
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
教
授
等
は
み
な
熱
心
に
こ
れ
を
聴
聞
し
」、
次
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
と
い
う
。「
予
が
演
説
を
了

り
た
る
後
、
異
口
同
音
に
て
謂
わ
る
る
に
は
、
日
本
は
斯
の
如
き
歴
史
に
富
み
な
が
ら
、
今
日
ま
で
こ
れ
を
世
界
各
国
に
知
ら
し
め
ざ

る
は
実
に
遺
憾
の
極
み
な
れ
ば
、
速
や
か
に
そ
の
事
を
欧
州
人
に
知
ら
し
め
、
一
は
以
て
日
本
の
国
情
を
外
国
に
周
知
せ
し
め
、
一
は

以
て
学
術
上
の
材
料
に
供
給
せ
ら
れ
た
し
と
勧
告
し
て
止
ま
ざ
り
し

（
１
）

」
と
。

ま
た
、「
碩
学
ス
ペ
ン
サ
ー
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
日
本
憲
法
お
よ
び
こ
れ
に
付
属
す
る
法
律
に
し
て
、
日
本
の
歴
史

お
よ
び
国
体
と
同
一
の
精
神
お
よ
び
性
質
を
有
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
憲
法
お
よ
び
付
属
の
法
律
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
将
来

非
常
の
困
難
を
生
じ
、
終
に
憲
法
政
治
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
ら
ん
。
…
…
憲
法
は
欧
米
諸
国
各
々
そ
の
国
体
、
歴
史
、

習
慣
等
よ
り
成
立
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
決
し
て
外
国
の
憲
法
を
反
訳
し
て
直
ち
に
こ
れ
を
執
行
し
、
外
国
と
同
一
の
結
果
を
生
ぜ
し
め

ん
と
欲
す
る
は
、
誤
解
の
甚
だ
し
き
も
の
な
れ
ば
な
り
と
述
べ
置
き
た
り
。
し
か
る
に
、
今
貴
下
よ
り
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
本

の
憲
法
は
日
本
古
来
の
歴
史
、
習
慣
を
本
と
し
、
漸
次
保
守
の
主
義
を
以
て
起
草
せ
ら
れ
た
り
と
。
し
か
ら
ば
則
ち
、
こ
の
憲
法
は
予

の
も
っ
と
も
賛
成
す
る
所
な
り

（
２
）

」
と
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
裁
判
官
ホ
ー
ム
ズ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
憲
法
に
つ
き
予
が
も
っ
と
も
喜
ぶ

所
の
も
の
は
、
日
本
憲
法
の
根
本
は
、
日
本
古
来
の
歴
史
、
制
度
、
習
慣
に
基
き
、
而
し
て
こ
れ
を
修
飾
す
る
に
、
欧
米
の
憲
法
学
の

論
理
を
適
用
せ
ら
れ
た
る
に
あ
り
。
欧
米
の
憲
法
は
、
欧
米
国
に
適
す
る
も
日
本
国
に
適
用
せ
ず
、
日
本
の
憲
法
は
日
本
の
歴
史
、
制

度
の
習
慣
よ
り
成
り
立
た
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
な
り

（
３
）

」
と
。

『
憲
法
義
解
』
は
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
続
日
本
紀
、
大
宝
律
令
、
延
喜
式
な
ど
日
本
の
古
典
や
法
典
を
引
用
し
て
明
治
憲
法
の

各
条
文
に
注
解
を
施
し
て
お
り
、
欧
米
の
識
者
た
ち
に
、
明
治
憲
法
は
日
本
の
歴
史
的
伝
統
に
基
づ
い
て
西
欧
の
立
憲
主
義
の
精
神
を
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取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
明
治
憲
法
は
、
西
欧
の
い
ず
れ
の
識
者
か
ら
も
好
意
的
な
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

（
４
）

あ
る
。
た
だ
し
、『
憲
法
義
解
』
の
漢
文
調
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
英
訳
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、

比
較
的
わ
か
り
や
す
い
訳
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
五
条
の
立
法
権
の
「
協
賛
」
に
つ
い
て
は
、「
天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ

協
賛
ヲ
以
テ
立
法
権
ヲ
行
フ
（T

he
E
m
peror

exercises
the

legislative
pow

er
w
ith

the
consent

of
the

Im
perial

D
iet

）」、

五
五
条
一
項
の
大
臣
の
「
輔
弼
」
に
つ
い
て
は
、「
国
務
各
大
臣
ハ
天
皇
ヲ
輔
弼
シ
其
ノ
責
ニ
任
ス
（T

he
respective

m
inisters

of

State
shall

give
their

advice
to

the
E
m
peror,

and
be

responsible
for

it

）」
と
訳
出
さ
れ
、「
協
賛
」
や
「
輔
弼
」
は
平
易

な
英
語
に
訳
さ
れ
て

（
５
）

い
る
。

そ
れ
で
は
、『
憲
法
義
解
』
は
、
日
本
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
憲
法
義
解
』
は
、「
我
が
國
君
民
の

分
義
は
、
既
に
肇
造
の
時
に
定
ま
る
。
中
世
縷
々
變
乱
を
経
、
政
綱
其
の
統
一
を
弛
べ
し
に
、
大
命
維
新
、
皇
運
興
隆
し
」
と
簡
潔
に

歴
史
を
要
約

（
６
）

す
る
。
こ
の
歴
史
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
一
一
条
の
統
帥
権
に
つ
い
て
も
、「
天
武
天
皇
兵
政
官
長
を
置
き
、
文
武
天

皇
大
に
軍
令
を
修
め
」
た
が
、「
其
の
後
兵
柄
一
た
び
武
門
に
帰
し
て
政
綱
従
て
衰
へ
た
り
」
と
解
説

（
７
）

す
る
。
ま
た
、
三
条
の
天
皇
の

神
聖
不
可
侵
に
つ
い
て
も
、
そ
の
歴
史
的
典
拠
と
し
て
日
本
書
紀
と
万
葉
集
を
挙
げ
て

（
８
）

い
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
観
は
、
国
体
概
念
と
不
可
分
で
あ
り
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
ご
ろ
の
各
種
新
聞
の
間
で
戦
わ
さ
れ
た
憲

法
論
争
に
お
い
て
も
、
国
体
を
歴
史
的
に
論
証
し
よ
う
と
い
う
主
張
が
み
ら
れ
る
。
特
に
、
政
府
の
御
用
新
聞
と
も
い
わ
れ
た
福
地
源

一
郎
の
「
東
京
日
々
新
聞
」
は
、「
政
体
」
と
「
国
体
」
と
を
区
別
し
、「
国
体
と
は
内
は
万
世
一
系
の
皇
統
を
奉
戴
し
て
天
壌
と
窮
り

な
く
外
は
我
が
国
権
を
拡
張
し
て
独
立
建
国
の
実
を
永
世
に
全
く
す
る
の
義
な
り
、
…
…
政
体
は
上
世
政
体
、
中
世
政
体
、
幕
府
政
体
、

明
治
政
体
と
変
遷
す
」
と
説
明

（
９
）

す
る
。
政
体
は
変
わ
れ
ど
も
、
国
体
は
変
わ
ら
ず
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
東
京
日
々
新
聞
」
は
、

主
権
論
に
お
い
て
も
、「
世
界
無
比
ノ
我
国
体
」
に
言
及
し
、「
我
日
本
ノ
国
体
ハ
彼
ノ
欧
州
ノ
国
体
に
異
ナ
リ
」、「
我
日
本
ノ
主
権
ハ
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人
代
ノ
初
ヨ
リ
シ
テ
常
ニ
帝
室
ノ
有
シ
給
フ
所
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。「
頼
朝
ノ
覇
業
ヲ
立
テ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
、
主
権
ノ
実
力
ハ
武
門

ニ
移
リ
」
て
も
、
そ
の
後
徳
川
家
ま
で
は
「
幕
府
主
権
ノ
争
」
で
あ
っ
て
、「
君
主
人
民
ノ
間
ニ
主
権
ヲ
争
ヒ
シ
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
」
と

（
１０
）

い
う
。
国
体
お
よ
び
主
権
は
、
実
力
と
は
別
物
と
さ
れ
、「
武
門
」
が
掌
握
し
て
い
た
の
は
こ
の
実
力
だ
け
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
主
権
か
ら
実
力
を
控
除
し
た
残
り
の
部
分
を
象
徴
支
配
と
見
な
す
見
解
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ

（
１１
）

な
い
。

明
治
一
〇
年
代
の
憲
法
思
想
の
担
い
手
た
ち
は
、
幕
末
以
来
の
洋
学
者
・
政
治
家
と
い
っ
た
前
近
代
的
教
育
制
度
で
成
長
し
て
き
た

人
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
憲
法
発
布
後
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
卒
業
生
が
憲
法
思
想
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
っ
た
。
初
期
の
憲
法
学
者
た

ち
に
お
い
て
は
、「
天
皇
主
権
か
国
家
主
権
か
を
中
心
と
し
て
で
は
な
く
、
君
主
権
が
無
制
限
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
」
と
指

摘
さ
れ
て

（
１２
）

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
君
権
が
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
制
約
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
説
が
い
わ
ゆ
る
天
皇
機

関
説
と
親
和
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
所
謂
主
権
学
説
は
穂
積
八
束
の
個
人
で
創
始
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
の
由
来
は
一
元
的

で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
穂
積
の
主
権
説
は
、
異
質
で
あ

（
１３
）

っ
た
。
伊
藤
博
文
で
さ
え
君
主
権
は
法
に
よ
る

拘
束
を
受
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
天
皇
機
関
説
に
近
い
立
場
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
穂
積
の
憲
法
論
は
、『
憲
法
義
解
』

と
も
相
容
れ
な
い
点
が
あ
っ
た
わ
け
で

（
１４
）

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
穂
積
は
、
一
九
一
二
年
『
國
家
學
會
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
憲
法

制
定
ノ
由
来
」
に
お
い
て
、「
維
新
ト
ハ
何
ソ
、
國
体
ノ
自
覺
ナ
リ
」
と
答
え
た
う
え
で
、「
和
氣
清
麻
呂
還
奏
ノ
一
言
能
ク
皇
基
ヲ
万

世
ニ
鞏
固
ニ
シ
タ
ル
、
楠
木
正
成
ノ
孤
忠
能
ク
大
義
ヲ
成
敗
ノ
外
ニ
明
カ
ニ
シ
臣
節
ヲ
千
載
ノ
下
ニ
儀
表
シ
タ
ル
、
寔
ニ
民
性
ノ
發
揮

ス
ル
所
ナ
リ
。
後
世
暗
�
、
綱
紐
稍
々
弛
ミ
、
武
門
權
ヲ
専
ニ
シ
天
子
ハ
虚
器
ヲ
擁
ス
ル
ニ
近
シ
、
然
レ
ト
モ
鬱
勃
タ
ル
固
有
ノ
國
体

精
神
ハ
久
ク
壓
迫
ニ
堪
ユ
ヘ
キ
非
ス
、
即
チ
國
學
ノ
振
興
ト
ナ
リ
、
志
士
大
ニ
四
方
ニ
起
ル
、
蓋
千
載
ノ
史
跡
ヲ
明
カ
ニ
シ
立
國
ノ
體

制
ヲ
顧
ミ
ル
ト
キ
ハ
、
失
政
ナ
シ
ト
雖
モ
幕
府
ノ
僭
越
ハ
之
ヲ
容
ル
ス
へ
カ
ラ
ス
、
況
ン
ヤ
其
ノ
末
期
ノ
失
政
ア
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
、
國

論
王
政
ノ
復
古
ニ
歸
ス
、
固
ヨ
リ
其
ノ
所
ナ
リ
」
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
、「
國
体
」
の
正
統
性
を
歴
史
に
求
め
、
武
家
政
権
に
つ
い
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て
「
後
世
暗
�
、
綱
紐
稍
々
弛
ミ
、
武
門
權
ヲ
専
ニ
シ
天
子
ハ
虚
器
ヲ
擁
ス
ル
ニ
近
シ
」
と
記
述
し
て
お
り
、
基
本
的
に
そ
の
内
容
じ

た
い
は
、『
憲
法
義
解
』
の
も
の
と
大
差

（
１５
）

な
い
。

一
九
〇
〇
年
に
発
表
し
た
論
文
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
に
つ
い
て
、
封
建
社
会
か
ら
近
代
国
家
が
芽
生
え
発
展
し
て
い
く

過
程
を
「
封
建
ノ
諸
侯
自
立
シ
テ
王
ト
稱
シ
近
代
歐
洲
列
邦
ノ
建
國
ヲ
ナ
シ
タ
ル
」
と
要
約
す
る
。
し
か
し
、「
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
國
家

主
權
ハ
共
和
ノ
民
衆
ニ
ア
ル
コ
ト
彼
ノ
團
體
ノ
基
礎
ニ
シ
テ
君
主
ヲ
以
テ
主
權
者
ト
為
ス
ハ
國
家
紛
亂
ニ
乘
シ
英
雄
豪
傑
ノ
腕
力
ヲ
以

テ
民
衆
ヲ
壓
制
シ
タ
ル
偶
然
ノ
時
弊
タ
ル
ニ
過
キ
ス
」
と

（
１６
）

述
べ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
主
権
者
は
、
実
力
で
王
に
伸
し
上
が
っ
た
に

す
ぎ
な
い
と
説
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
立
憲
政
体
を
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
森
林
の
中
に
、
ル
ソ
ー
が
ゲ
ル
マ
ン
の

自
由
共
和
国
を
称
賛
し
て
も
、「
彼
我
既
ニ
歴
史
ノ
淵
源
ヲ
異
ニ
ス
何
ソ
其
成
果
ヲ
一
ニ
ス
ル
ヲ
得
ン
彼
ノ
民
主
主
義
ヲ
固
執
ス
ル
我

ノ
君
主
主
義
ヲ
擁
護
ス
ル
共
ニ
皆
建
國
ノ
精
神
ヲ
發
揮
シ
國
粹
ヲ
萬
世
ニ
維
持
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
歴
史
ノ
成
果
ヲ
哀
惜
ス
ル

所
由
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
説

（
１７
）

い
て
、
日
本
の
歴
史
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
歴
史
と
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
穂

積
の
言
う
国
体
は
、
単
に
法
的
概
念
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
主
権
の
性
質
と
起
源
を
も
含
む
概
念
な
の
で
あ
る
。
日
本
の
国
体
は
、
万

世
一
系
の
皇
統
と
祖
先
崇
拝
の
偉
大
な
原
理
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
国
体
は
、
道
徳
的
・
倫
理
的
な
意
味
を
担
わ
さ
れ
る
の

で
（
１８
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
立
憲
主
義
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
成
果
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
が
美
濃
部
達
吉
で
あ
っ

た
。
美
濃
部
は
、「
立
憲
政
體
ハ
我
固
有
ノ
歴
史
上
ノ
産
物
ニ
非
ス
シ
テ
、
歐
米
諸
國
に
発
達
シ
タ
ル
制
度
ヲ
模
範
ト
シ
テ
大
體
ニ
於

テ
之
ニ
倣
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ
ス
。
故
ニ
我
國
法
ヲ
論
ス
ル
ニ
當
リ
テ
モ
歐
州
ニ
於
テ
近
世
ノ
立
憲
制
度
カ
如
何
ニ
シ
テ
發
達
シ
来

リ
タ
ル
カ
ノ
沿
革
ヲ
知
ル
コ
ト
ハ
極
メ
テ
必
要
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と

（
１９
）

説
く
。
美
濃
部
は
、
同
旨
の
主
張
を
穂
積
と
の
論
争
で
も
主

張
し
て
い
る
。
明
治
三
六
年
、「
抑
（
そ
も
そ
も
）
憲
法
ハ
我
國
歴
史
ノ
産
物
ニ
非
ス
、
憲
法
以
前
ニ
於
ケ
ル
我
國
ノ
歴
史
ハ
寡
テ
國
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民
ノ
参
政
權
ヲ
認
メ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
我
國
ノ
憲
法
ハ
専
ラ
模
範
ヲ
歐
洲
近
世
ノ
憲
法
ニ
取
リ
タ
ル
ナ
リ
、
既
ニ
模
範
ヲ
憲
法
ニ
取
ル
、

明
白
ナ
ル
反
對
ノ
根
據
ア
ラ
サ
ル
限
リ
ハ
、
歐
洲
近
代
ノ
立
憲
制
ニ
共
通
ナ
ル
思
想
ハ
亦
我
憲
法
ノ
取
リ
タ
ル
所
ナ
リ
ト
認
メ
サ
ル
可

カ
ラ
ス
。
苟
ク
モ
既
ニ
代
議
制
ヲ
採
用
セ
ル
以
上
ハ
是
レ
其
必
然
ノ
結
果
タ
リ
。
憲
法
ノ
下
ニ
働
ク
國
家
ノ
作
用
中
立
法
權
ヲ
以
テ
、

其
最
モ
上
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
法
律
ハ
如
何
ナ
ル
事
項
ト
雖
モ
規
定
シ
得
サ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
ス
ル
ハ
、
歐
洲
ノ
立
憲
制
ニ
共
通
ナ
ル
思
想

ナ
リ
」
と
説
き
、
国
体
論
を
反
駁
し
て

（
２０
）

い
る
。
た
だ
し
、
美
濃
部
の
憲
法
史
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
お
も
に
ド
イ
ツ

の
学
者
を
介
し
て
理
解
し
た
も
の
だ

（
２１
）

っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
美
濃
部
の
主
権
論
は
、
日
本
史
と
無
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

穂
積
と
美
濃
部
と
の
対
照
的
な
主
権
論
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
穂
積
八
束
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
目

的
に
向
か
っ
て
多
数
人
を
協
力
せ
し
め
る
た
め
に
国
家
の
統
治
権
が
必
要
と
さ
れ
、
臣
民
の
服
従
を
国
家
の
道
徳
と
考
え
、
服
従
の
対

象
で
あ
る
国
権
を
も
道
徳
価
値
の
実
体
と
促
え
る
か
ら
、
権
力
関
係
と
道
徳
関
係
が
癒
着
す
る
の
に
対
し
て
、
美
濃
部
達
吉
の
憲
法
学

に
お
い
て
は
、
社
会
を
構
成
す
る
個
々
人
の
自
主
的
な
共
通
の
目
的
意
識
が
国
家
的
結
合
の
基
礎
と
さ
れ
、
国
家
権
力
は
、
こ
の
共
同

目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
美
濃
部
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
共
同
目
的
」
の
た
め
に
国
家
の

統
治
権
を
い
か
に
正
し
く
そ
機
器
・
運
営
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
近
代
立
憲
主
義
の
課
題
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
統
治

権
は
国
家
と
い
う
団
体
の
共
同
目
的
の
た
め
に
損
ず
る
権
利
で
あ
る
以
上
、
統
治
権
の
主
体
は
国
家
で
あ
り
、
君
主
や
国
会
等
は
組
織

体
と
し
て
の
国
家
の
機
関
で
あ
る
と
い
う
「
機
関
説
」
が
唱
え
ら
れ
る
の
で

（
２２
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
体
概
念
は
、
一
定
の
歴
史
観
と
不
可
分
で
あ
る
。
美
濃
部
達
吉
は
、
こ
う
し
た
国
体
概
念
を
批
判
す
る
視
座
と
し

て
、
西
欧
の
啓
蒙
主
義
的
憲
法
理
論
に
依
拠
し
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を
推
し
進
め
れ
ば
、「
そ
の
名
に
値
し
よ
う
と
す
る
憲
法
研
究

者＝

立
憲
主
義
者
は
、
立
憲
主
義
―
そ
の
起
源
は
西
欧
に
あ
る
が
、
し
か
し
、
く
り
返
す
が
、
そ
の
価
値
は
普
遍
的
で
あ
る
―
を
擁
護

す
る
た
め
に
は
、
彼
の
、
あ
る
い
は
彼
女
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
自
分
自
身
を
切
り
は
な
す
だ
け
の
、
勇
気
と
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ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
主
張
に
帰
着
す
る
で
あ

（
２３
）

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
を
さ
ら
に
推
し
進
め
れ
ば
、

欧
米
諸
国
の
植
民
地
支
配
は
、
ま
さ
し
く
立
憲
主
義
の
普
遍
的
価
値
を
啓
蒙
主
義
的
に
上
か
ら
強
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
植
民

地
に
お
い
て
立
憲
主
義
者
た
ろ
う
と
す
れ
ば
、
暴
力
的
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
よ
う
と
当

然
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
後
日
本
の
憲
法
学
は
、「
占
領
軍
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
従
っ
て
、
西
洋
と
争
っ
た
こ
と
、
西
洋
的
で
な
か
っ
た
こ
と

の
み
を
懺
悔
し
、
他
の
こ
と
は
大
方
忘
却
し
た
。
戦
後
憲
法
学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
は
、
日
本
に
お
け
る
非
欧
米
的
要
素
の
撲
滅
に

費
や
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
い

（
２４
）

え
る
。

（
１
）

金
子
堅
太
郎
／
大
淵
和
憲
校
注
『
欧
米
議
院
制
度
取
調
巡
回
記
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
九
七
頁
。

（
２
）

同
前
、
一
〇
五
頁
。

（
３
）

同
前
、
一
七
七
頁
。

（
４
）

瀧
井
一
博
『
文
明
史
の
な
か
の
明
治
憲
法
―
こ
の
国
の
か
た
ち
と
西
洋
体
験
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
三
年
）
一
九
三
〜
六
頁
。

（
５
）

C
f.C

om
m
entaries

of
the

C
onstitution

of
the

E
m
pire

of
Japan,３

rd
ed.,C

huo

―D
aigaku,T

okyo,１９３１
.

（
６
）

伊
藤
博
文
／
宮
澤
俊
義
校
注
『
憲
法
義
解
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年
）
二
一
頁
。
ち
な
み
に
、
こ
の
部
分
に
あ
た
る
英
文
を
引
用
す

れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。‘

In
our

country,the
relation

betw
een

sovereign
and

subject
w
ere

established
at

the
sam

e

tim
e
that

the
State

w
as

first
founded.T

he
U
nity

of
political

pow
ers

w
as

w
eakened,during

the
m
iddle

ages,by
a
suc-

cession
of

civil
com

m
otions.

Since
the

R
estoration

（１８６８
A
.D

.

）,how
ever,

the
Im

perial
pow

er
has

grow
n

and
vigor-

ous.’Ibid
.,p.１

.

（
７
）

同
前
、
三
九
頁
。
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（
８
）

同
前
、
二
三
〜
四
頁
。

（
９
）

稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
上
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
〇
年
）
六
八
三
頁
。

（
１０
）
『
明
治
文
化
全
集
第
五
巻
自
由
民
権
篇
上
巻
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
）
三
三
四
〜
五
頁
。

（
１１
）

今
谷
明
『
象
徴
天
皇
の
誕
生
』（
文
春
新
書
、
一
九
九
九
年
）
一
〇
四
〜
五
頁
。

（
１２
）

家
永
三
郎
『
日
本
近
代
憲
法
思
想
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
一
三
二
〜
四
頁
。

（
１３
）

同
前
、
一
五
七
頁
。

（
１４
）

同
前
、
一
六
〇
頁
。

（
１５
）

長
尾
龍
一
編
『
穂
積
八
束
集
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
一
年
）
九
二
〜
三
頁
。

（
１６
）

同
前
、
二
五
頁
。

（
１７
）

同
前
。

（
１８
）

M
IN

E
A
R
,R

ichard
H
.,Japanese

T
radition

and
W

estern
L
aw

:E
m
peror,State,and

in
the

T
hought

of
H
ozum

i
Y
at-

suka,
H
arvard

U
niversity

P
ress,１９７０

,
pp.７０

―１.
R
.H

.

マ
イ
ニ
ア
／
佐
藤
幸
治
他
訳
『
西
洋
法
思
想
の
継
受
―
穂
積
八
束
の
思
想
史

的
考
察
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
参
照
。

（
１９
）

美
濃
部
達
吉
『
日
本
国
法
学
上
』（
有
斐
閣
書
房
、
一
九
〇
七
年
）
二
六
四
〜
五
頁
。http

:／／api.porta.ndl.go.jp
／ndlopac／cgi -bin

／ndlopac／ndl -book
?kyw

d
＝
４８００５６７７

（
２０
）

長
尾
龍
一
「
八
束
の
髄
か
ら
明
治
史
を
覗
く
」
前
掲
・『
穂
積
八
束
集
』
三
八
三
頁
。

（
２１
）

M
IL

L
E
R
,
F
rank

O
.
M

inobe
T
atsukichi:

Interpreter
of

C
onstitutionalism

in
Japan,

U
niversity

of
C
alifornia

P
ress,

１９６５
,p.４８

.

（
２２
）

松
本
三
之
助
『
天
皇
制
国
家
と
政
治
思
想
』（
未
来
社
、
一
九
六
九
年
）、
三
〇
〇
〜
二
頁
。

（
２３
）

樋
口
陽
一
『
自
由
と
国
家
』（
岩
波
新
書
、
一
九
八
九
年
）
二
一
五
頁
。

８身分制議会と立憲主義（八）



（
２４
）

長
尾
龍
一
『
日
本
憲
法
思
想
史
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
六
年
）
一
二
八
頁
。

２

国
体
論
と
忠
誠

�

国
体
論
批
判

『
憲
法
義
解
』
お
よ
び
穂
積
八
束
の
歴
史
観
は
、
西
欧
啓
蒙
主
義
的
な
美
濃
部
達
吉
の
批
判
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
日
本
に
お
け
る

近
代
的
な
歴
史
学
の
出
現
に
よ
っ
て
、
国
体
思
想
を
前
提
と
す
る
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
自
体
が
批
判
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
両
者
の
歴

史
観
の
妥
当
性
が
疑
問
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
日
本
史
を
天
皇
に
対
す
る
忠
臣
の
歴
史
と
し
て
描
く

こ
と
は
無
理
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
北
一
輝
は
、
明
治
三
九
年
に
出
版
し
た
『
國
体
論
及
び
純
正
社
会
主
義
』
に
お
い
て
、
穂

積
八
束
の
歴
史
観
を
批
判
し
、
次
の
う
に
言
う
。
日
本
の
歴
史
は
「
乱
臣
賊
子
の
連
絡
し
て
編
集
し
た
る
者
な
り
」
と
し
て
、
藤
原
氏

か
ら
徳
川
氏
ま
で
「
乱
臣
賊
子
」
の
連
続
の
歴
史
で
あ
る
と
。
摂
関
政
治
の
開
始
か
ら
武
家
政
権
の
終
わ
り
ま
で
、
天
皇
は
、
実
際
の

統
治
権
者
で
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、「
あ
あ
今
日
四
千
五
百
万
の
国
民
は
殆
ど
挙
り
て
乱
臣
賊
子
及
び
其
の
共
犯
者
の
後
裔
な
り
」

と
論
難

（
１
）

す
る
。
天
皇
に
対
す
る
忠
臣
と
見
え
る
者
も
、「
各
自
の
主
君
に
対
し
て
克
く
忠
な
り
し
傍
発
（
傍
ら
か
ら
生
じ
た
と
い
う
意

味
で
あ
ろ
う
）
の
結
果
な
り
」
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
天
皇
へ
の
忠
誠
も
、
直
接
の
主
君
に
対
す
る
忠
誠
の
結
果
と
し
て
そ
の
よ
う

に
見
え
た
だ
け
の
こ
と
で
、「
人
々
天
祖
（
・
東
照
宮
）
の
御
恩
を
報
い
ん
と
悪
し
く
心
得
違
ひ
て
眼
前
の
君
父
を
差
し
置
き
て
直
ち

に
天
朝
皇
辺
に
忠
を
尽
く
さ
ん
と
思
わ
ば
却
て
僭
乱
の
罪
逃
る
ま
じ
く
候
」
と
、
水
戸
斉
昭
の
言
を
引

（
２
）

用
し
、「
上
古
中
世
」
か
ら
「
維

新
革
命
」
ま
で
「
眼
前
の
君
父
」
に
対
す
る
忠
孝
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
論
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
楠
正
成
の
よ
う
な
例
外
も
、
た
ま

た
ま
「
眼
前
の
君
父
」
に
仕
え
た
結
果
だ
と
い
う
の
で

（
３
）

あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
水
戸
学
に
お
い
て
も
、
忠
誠
が
封
建
的
主
従
関
係
つ
ま
り
封
建
的
支
配
階
級
内
部
の
従
属
関
係
の
域
内
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
幕
末
に
お
け
る
既
存
の
町
人
と
町
役
人
、
町
役
人
と
名
主
、
名
主
と
町
年
寄
、
と
い

う
風
に
階
層
を
な
す
個
々
の
身
分
や
役
人
が
絶
対
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
階
層
的
従
属
関
係
を
天
皇
の
政
治
的
権
威
に
根
拠
に
転
用
し

た
と
い
う
見
解
も
あ
り

（
４
）

う
る
。
幕
藩
体
制
の
身
分
秩
序
は
、
重
層
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
封
建
的
主
従
関
係
の
そ
れ
ぞ
れ
を
普
遍
的
な

天
理
と
結
び
つ
け
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
君
臣
関
係
を
「
君
臣
義
あ
り
」
と
い
う
一
元
的
な
規
範
観
念
の
も
と
で
等
質
的
に
把
握
す
る
思

考
方
法
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
君
臣
間
の
「
義
」
と
は
、
上
は
「
天
子
」
お
よ
び
「
諸
邦
の
君
」
か
ら
、
下
は
「
村

君
・
邑
長
」
に
至
る
ま
で
、
要
す
る
に
「
其
の
眼
前
に
事
ふ
る
所
の
組
」
と
の
間
の
君
臣
関
係
、
一
律
に
妥
当
す
る
原
理
で
あ

（
５
）

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
朝
廷
の
権
威
化
が
階
層
的
従
属
関
係
を
打
破
す
る
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
な
く
、
逆
に
階
層
秩
序
の
維
持
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
え
た
と
し
て
も
、
水
戸
学
の
「
国
体
」
概
念
は
、
藤
田
幽
谷
、
藤
田
東
湖
、
会
沢
正
志
斎
ら
に
よ
っ
て
絶
対
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
徳
川
氏
さ
え
も
相
対
化
さ
れ
、
武
家
政
権
と
身
分
社
会
の
存
在
自
体
が
疑
問
視
さ
れ
う
る
可
能
性

を
拓
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
水
戸
学
の
「
儒
教
的
名
分
論
」
な
い
し
「
朱
子
学
の
大
義
名
分
論
」
の
「
名
分
」
と
い

う
語
自
体
が
四
書
五
経
な
ど
の
儒
家
の
古
典
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、「
大
義
名
分
」
も
「
尊
王
攘
夷
」
と
同
じ
よ

う
に
日
本
製
の
新
語
で
あ
る
。「
名
分
論
」・「
大
義
名
分
論
」
と
は
、「
主
君
に
対
す
る
忠
誠
と
国
家
の
秩
序
に
対
す
る
服
従
と
を
絶
対

視
し
、
こ
れ
を
道
徳
の
基
軸
に
お
こ
う
と
す
る
考
え
方
」
を
指
す
。
だ
か
ら
、「
仁
」
や
「
孝
」
を
徳
目
の
中
心
と
し
て
い
た
本
来
の

儒
教
と
は
異
質
な
も
の
な
の
で

（
６
）

あ
る
。
つ
ま
り
、
国
体
思
想
は
、
少
な
く
と
も
幕
末
期
に
お
い
て
は
、
忠
誠
関
係
を
近
代
国
家
に
適
合

す
る
か
た
ち
で
組
み
替
え
う
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
た
。
日
本
近
代
の
「
四
民
平
等
」
の
国
民
国
家
は
、
既
に
こ
の
「
国
体
」
観
念

を
通
じ
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ

（
７
）

な
い
。

封
建
社
会
の
構
造
を
反
映
し
て
君
臣
関
係
が
重
層
的
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
構
造
に
「
天
下
」
と
い
う
儒
教
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的
正
統
性
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
天
下
」
を
具
現
す
る
も
の
と
し
て
幕
末
に
は
「
公
議
」
や
「
衆
議
」
の

尊
重
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
は
、
重
層
的
な
君
臣
関
係
を
超
越
で
き
る
存
在
と
し
て
の
天
皇
に
正
統
性
を
求
め
る
思
想
も

下
級
武
士
を
中
心
と
す
る
「
勤
王
の
志
士
」
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。「
天
下
」
指
向
の
正
統
性
観
念
と
「
天
皇
」
指
向
の

正
統
性
観
念
は
、
対
立
し
つ
つ
も
、
共
存
可
能
で
あ
っ
て
、
天
皇
制
国
家
の
内
側
か
ら
こ
れ
を
立
憲
主
義
化
し
よ
う
と
し
た
思
想
は
、

ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
に
、
そ
の
く
さ
び
を
「
国
体
」
観
念
の
こ
の
二
面
性
の
亀
裂
部
分
に
打
ち
込
み
、「
国
体
」

概
念
の
内
に
包
み
込
ま
れ
て
い
る
「
天
下
は
天
下
の
天
下
」
的
理
念
に
手
が
か
り
を
見
出
し
た
の
で

（
８
）

あ
る
。
こ
の
「
天
下
」
指
向
の
正

統
性
は
、
よ
り
抽
象
的
な
国
家
概
念
へ
の
忠
誠
を
含
み
え
た
か
ら
で
あ
る
。

�

日
本
史
に
お
け
る
反
逆
概
念

北
一
輝
は
、
日
本
の
歴
史
に
は
「
乱
臣
賊
子
」
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
天
皇
に
対
す
る
忠
臣
と
思
わ
れ
る
者
も
、
直
接
の
主
君
に
対
す

る
忠
義
の
行
為
が
天
皇
へ
の
忠
誠
と
見
え
た
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
究
極
的
に
主
権
者
へ
の
忠
誠
は
、
一
元
的
に
統
一

さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
え
ば
、
や
は
り
、
主
権
者
じ
た
い
が
分
裂
し
て
い
た
。
特
に
、
十
一
世
紀
半
ば
の
院
政
の
成
立
か
ら
十
四
世
紀

半
ば
の
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
ま
で
の
約
三
百
年
間
は
、「
王
権
の
分
裂
」
が
常
態
で
あ

（
９
）

っ
た
。
こ
れ
を
天
皇
主
権
の
見
地
か
ら
見
れ
ば
、

『
憲
法
義
解
』
の
よ
う
に
、「
中
世
縷
々
變
乱
を
経
、
政
綱
其
の
統
一
を
弛
べ
し
に
」
と
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
裏
を
返
せ
ば
、
武
家

政
権
を
支
え
る
忠
誠
関
係
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
忠
誠
関
係
を
破
る
行
為
が
反
逆
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
に

忠
誠
関
係
を
概
観
す
る
。

律
令
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
日
本
に
も
謀
反
以
下
八
つ
が
重
罪
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
隋
の
時
代
に
は
、
重
罪
と
し
て
一
〇
悪
が
確

定
さ
れ
た
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
大
宝
律
令
（
七
〇
一
年
）
お
よ
び
養
老
律
令
（
七
一
八
年
）
と
も
に
、
一
〇
悪
か
ら
不
睦
（
直
系
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尊
属
に
対
す
る
殺
人
予
備
・
人
身
売
買
）
お
よ
び
内
乱
（
親
族
間
の
密
通
）
を
削
除
し
、
八
虐
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、

日
本
と
唐
と
の
家
族
法
の
違
い
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る
。
八
虐
と
は
、
�
謀
反
（
君
主
に
対
す
る
殺
人
予
備
罪
）、
�
謀
大
逆
（
御

陵
・
皇
居
の
損
壊
を
謀
る
罪
）、
�
謀
叛
（
亡
命
・
敵
前
逃
亡
・
投
降
な
ど
を
図
る
罪
）、
�
悪
逆
（
直
系
尊
属
に
対
す
る
暴
行
・
殺
人

予
備
、
二
等
身
以
内
の
尊
属
・
長
上
と
外
祖
父
母
と
に
対
す
る
殺
人
の
罪
）、
�
不
道
（
大
量
殺
人
、
残
虐
な
殺
人
、
呪
術
に
よ
る
傷

害
殺
人
な
ど
非
人
道
的
な
罪
お
よ
び
二
等
身
以
内
の
尊
属
・
長
上
と
外
祖
父
母
と
に
対
す
る
暴
行
・
告
訴
告
発
・
殺
人
予
備
、
四
等
身

以
内
の
尊
属
・
長
上
に
対
す
る
殺
人
の
罪
）、
�
大
不
敬
（
天
皇
対
し
て
不
敬
に
あ
た
る
諸
罪
）、
�
不
孝
（
直
系
尊
属
に
対
す
る
諸
罪
）、

�
不
義
（
礼
儀
に
反
す
る
罪
）、
で

（
１０
）

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
八
虐
も
、
唐
と
同
じ
で
は
な
く
、
日
本
風
に
修
正
し
て
い
る
。
律
令
国
家
崩

壊
後
も
、
八
虐
は
、
重
罪
で
あ
る
と
い
う
通
念
は
残
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
忘
れ
ら
れ
て
、「
八
逆
」
と
も
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

謀
反
と
謀
叛
と
の
違
い
も
失
わ
れ
て
、
と
も
に
内
乱
罪
と
み
ら
れ
、
八
虐
も
謀
叛
と
同
義
と
さ

（
１１
）

れ
た
。
そ
の
後
、
明
律
に
お
い
て
は
、

「
謀
反
」
と
「
謀
大
逆
」
は
併
合
さ
れ
て
。「
謀
反
大
逆
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

（
１２
）

っ
た
。

律
令
時
代
盛
期
に
成
立
し
た
日
本
書
紀
・
続
日
本
紀
に
は
、「
謀
反
」
ま
た
は
「
反
」
と
書
か
れ
た
事
例
か
ら
は
、
天
皇
個
人
の
殺

害
や
急
死
を
目
的
と
し
た
と
確
認
で
き
る
場
合
は
少
な
く
、
寵
臣
を
殺
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
権
を
掌
握
す
る
と
か
、
蝦
夷
・
隼
人

ら
の
騒
擾
な
ど
の
内
乱
に
関
す
る
嫌
疑
・
予
備
・
実
行
の
場
合
が
大
半
で
あ
る
。
ま
た
、
実
例
の
表
記
に
は
、「
謀
反
」
や
「
反
」
の

ほ
か
に
も
、「
逆
」、「
逆
謀
」、「
逆
臣
」、「
反
逆
」、「
叛
逆
」
な
ど
、
謀
大
逆
や
謀
叛
と
紛
ら
わ
し
い
表
記
も
見
ら
れ
る
と

（
１３
）

い
う
。

『
憲
法
義
解
』
が
「
其
の
後
兵
柄
一
た
び
武
門
に
帰
し
て
政
綱
従
て
衰
へ
た
り
」
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
武
家
政
権
の
登
場
と
と
も

に
、
反
逆
概
念
も
変
質
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
平
安
末
期
に
お
い
て
は
、
謀
叛
と
は
、
院
（
朝
廷
）
に
対
す
る
謀
反
を
意
味
し
、
た
と
え

ば
、
頼
朝
で
さ
え
も
「
全
無
謀
反
之
心
、
偏
為
伐
君
之
御
敵
」
と
奏
し
て
お
り
、
院
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
挙
兵
を
正

当
化
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
謀
叛
か
否
か
を
決
定
す
る
の
は
、
院
で
あ
り
、
院
が
公
権
力
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

（
１４
）

い
る
。

１２身分制議会と立憲主義（八）



し
か
し
、
そ
の
後
、
頼
朝
が
軍
事
的
に
優
位
に
立
つ
と
、
院
と
頼
朝
と
の
関
係
が
逆
転
し
、
頼
朝
の
意
思
を
尊
重
す
る
か
た
ち
で
、
謀

叛
に
関
す
る
院
・
天
皇
の
院
旨
・
宣
旨
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
院
（
朝
廷
）
は
、
律
令
的
秩
序
に
も
と
づ
く
謀
叛
の
罪
の
確
定
を

主
導
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

（
１５
）

あ
る
。
頼
朝
は
、
宣
旨
の
法
形
式
を
権
威
と
し
て
温
存
利
用
し
な
が
ら
、
謀
叛
の
内
容
を
確
定
し
、
こ
れ

を
鎮
圧
す
る
権
力
主
体
と
し
て
ふ
る
ま
う
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
謀
叛
に
関
す
る
限
り
、
宣
旨
は
単
な
る
法
手
続
き
の
問
題
に
過

ぎ
（
１６
）

な
い
。
一
二
二
一
年
（
承
久
三
年
）、
鎌
倉
幕
府
は
、
承
久
の
乱
に
お
い
て
、
謀
叛
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
上
皇
の
軍
を
打
ち
破
り
、

逆
に
上
皇
を
流
罪
と
し
た
。
鎌
倉
幕
府
は
、
謀
叛
に
関
す
る
実
質
的
な
内
容
を
決
定
す
る
権
利
を
「
貞
永
式
目
」
の
三
条
の
規
定
は
、

謀
叛
人
を
特
定
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
こ
の
経
験
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
九
条
で
は
、
律
令
的
な
解
釈
と
手
続
き
な
し
に
、

幕
府
が
謀
叛
と
断
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
謀
叛
人
を
朝
敵
と
呼
ぶ
場
合
で
も
、
幕
府
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
朝
敵
と
呼
ん
だ
に
す
ぎ

（
１７
）

な
い
。

後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
倒
幕
計
画
が
事
前
に
発
覚
し
て
関
係
者
が
処
罰
さ
れ
た
一
三
二
四
年
（
正
中
元
年
）
の
正
中
の
変
に
つ
い
て
、

同
時
代
の
文
書
に
は
こ
の
倒
幕
計
画
が
広
く
「
謀
反
（
叛
）」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
謀
反
」
と
い

う
の
は
、
本
来
「
天
皇
・
朝
廷
・
国
家
に
対
す
る
反
逆
」
と
い
う
律
令
用
語
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
表
現
は
矛
盾
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
の
「
陰
謀
」
が
「
公
家
（
天
皇
）
御
謀
反
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
は
ず
な
の
で
え
あ
る
。
し
か
し
、
前
記

の
後
鳥
羽
上
皇
が
鎌
倉
幕
府
に
討
幕
の
兵
を
差
し
向
け
て
敗
北
し
た
承
久
の
乱
に
お
い
て
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の
倒
幕
運
動
に
つ
い
て
は
、

同
時
代
の
記
録
に
は
「
謀
反
（
叛
）」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
承
久
か
ら
鎌
倉
末
期
ま
で
に
、
律
令
的
な
天
皇
の

秩
序
体
系
と
は
異
質
の
鎌
倉
幕
府
を
中
心
と
す
る
新
た
な
「
公
」
の
秩
序
意
識
の
形
成
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

（
１８
）

あ
る
。

御
成
敗
式
目
の
「
謀
叛
」
に
関
す
る
規
定
「
兼
日
定
め
難
き
か
、
且
は
先
例
に
任
せ
、
且
は
時
宜
に
よ
っ
て
行
わ
る
べ
し
」（
九
条
）

に
つ
い
て
、「
謀
叛
」
と
い
う
の
は
、
将
軍
に
対
す
る
罪
だ
か
ら
家
臣
が
そ
の
罪
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
謀
叛
人
に
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対
す
る
罪
は
、
将
軍
の
親
裁
権
と
し
て
処
断
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
時
宜
」
に
よ
る
の
で
あ
る
と
解
釈
で

（
１９
）

き
る
。

室
町
時
代
に
な
る
と
武
家
政
権
の
力
が
強
く
な
る
。
足
利
義
満
は
、
天
皇
・
上
皇
を
頂
点
と
す
る
王
朝
国
家
の
権
威
を
接
収
す
る
こ

と
を
狙
っ
て
お
り
、
天
皇
の
「
治
罰
の
綸
旨
」（「
征
伐
の
綸
旨
」
と
も
言
う
。
朝
敵
に
対
し
て
そ
の
追
悼
を
天
皇
が
命
じ
、
天
皇
の
秘

書
官
で
あ
る
職
事
あ
る
い
は
弁
官
と
よ
ば
れ
る
公
卿
が
天
皇
の
命
を
奉
じ
て
下
す
文
書
）
を
利
用
せ
ず
、
つ
ま
り
、
直
接
朝
敵
と
い
う

形
を
借
り
ず
に
反
乱
を
鎮
圧
し
た
。
義
満
の
子
、
将
軍
義
持
も
、
こ
の
方
針
を
貫
き
、
六
〇
年
間
、
治
罰
の
綸
旨
・
院
宣
が
全
く
発
給

さ
れ
な
い
時
代
が
続
い
た
の
で

（
２０
）

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
軍
の
権
威
が
衰
え
る
と
と
も
に
、
綸
旨
が
再
び
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
で
も
、
治
罰
の
綸
旨
は
、
比
較
的
強
固
な
中
央
政
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
敵
対
者
を
取
り
除
く
た
め
に
有
効
に
作
用
す
る
が
、

戦
国
期
に
入
っ
て
幕
府
が
弱
体
化
す
る
と
十
分
に
機
能
せ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
朝
敵
」
が
軍
事
的
に
勝
利
し
、
綸
旨
を
発
行
し
た

天
皇
の
責
任
さ
え
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

（
２１
）

っ
た
。
ま
た
、
守
護
職
を
軸
と
す
る
室
町
幕
府
の
権
力
の
求
心
力
が
失
わ
れ
る
に
つ
れ
、
戦

国
大
名
は
、
領
国
支
配
の
正
統
性
を
守
護
職
で
は
な
く
、
実
行
支
配
を
天
皇
の
権
威＝

国
司
権
に
基
づ
く
律
令
的
な
官
位
に
求
め
る
よ

う
に
な

（
２２
）

っ
た
。

治
罰
綸
旨
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
戦
争
を
収
束
す
る
「
勅
免
綸
旨
」
が
発
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
天
皇
は
、
国
内

紛
争
の
調
停
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
天
皇
の
権
威
・
権
限
は
、
よ
み
が
え
っ
た
の
で

（
２３
）

あ
る
。

�

公
儀
と
反
逆

鎌
倉
末
期
に
は
、
公
的
存
在
を
表
わ
す
「
公
方
」
と
い
う
語
が
出
現
す
る
が
、「
公
方
」
の
出
現
に
は
、
公
家
の
地
方
統
治
の
た
め

の
権
力
機
構
で
あ
る
国
郡
制
の
機
能
が
衰
微
す
る
と
と
も
に
、
在
地
地
主
が
成
長
し
、
諸
荘
園
本
所
の
支
配
を
揺
る
が
し
て
自
律
的
秩

序
を
も
と
め
る
と
い
う
動
き
が
背
景
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
諸
荘
園
本
所
の
家
産
制
的
権
力
機
構
や
公
家
の
国
郡
制
的
権
力
組
織
に
代
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わ
っ
て
、
幕
府
の
主
従
制
的
に
組
織
さ
れ
た
地
頭
御
家
人
等
が
荘
園
公
領
制
の
下
で
の
「
公
的
」
任
務
を
代
位
し
て
遂
行
す
る
よ
う
に

な
り
、
幕
府
は
、「
支
配
の
正
当
性
」
を
独
占
し
て
い
っ
た
の
で

（
２４
）

あ
る
。「
公
方
」
は
、
中
央
権
力
に
よ
る
在
地
秩
序
へ
の
介
入
に
対
す

る
下
か
ら
の
呼
称
で
あ
っ
て
、
権
力
者
の
側
か
ら
用
い
た
語
で
は
な
い
の
で
、「
公
方
」
は
多
義
的
で
あ
っ
て
、
当
初
は
、
将
軍
、
得

宗
あ
る
い
は
天
皇
と
い
っ
た
特
定
の
人
格
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、「
裁
判
機
関
あ
る
い
は
権
力
機
構
な
ど
の
呼
称
」
で
あ

（
２５
）

っ
た
。

し
か
し
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
、
在
地
領
主
層
は
、
独
自
に
実
力
を
も
っ
て
支
配
の
正
当
性
を
獲
得
し
て
い
く
に
従
っ

て
、
室
町
幕
府
は
、「
公
方
」
の
本
質
を
失
っ
た
。
戦
国
大
名
は
、「
公
儀
」
の
名
に
お
い
て
、
一
国
レ
ベ
ル
で
新
た
な
公
的
権
力
を
形

成
し
、
近
世
以
後
は
「
公
方
」
は
、
将
軍
の
別
称
と
し
て
の
み
記
憶
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

（
２６
）

あ
る
。

徳
川
家
康
の
命
で
起
草
し
た
一
六
一
五
年
（
元
和
元
年
）「
武
家
諸
法
度
」
は
、
天
下
の
公
儀
と
し
て
の
地
域
の
公
儀
領
主
を
統
制

す
る
法
で
あ
り
、
大
名
に
よ
る
領
国
支
配
体
制
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
領
国
支
配
が
公
儀
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
行
う
よ
う
に
規

制
す
る
も
の
で
あ

（
２７
）

っ
た
。
一
六
三
五
年
（
寛
永
一
二
）
の
徳
川
家
光
が
定
め
た
武
家
諸
法
度
も
、
基
本
的
性
格
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

大
名
以
外
に
将
軍
の
近
習
・
物
頭
を
法
度
の
対
象
に
組
み
込
ん
で
、
彼
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
行
政
・
裁
判
・
刑
罰
執
行
の
諸
機
関

を
「
奉
行
所
」
と
し
て
大
名
領
主
の
上
位
に
置
き
、
公
儀
と
し
て
あ
る
べ
き
規
範
を
逸
脱
し
て
い
る
か
否
か
の
判
定
を
下
す
機
構
と
し

た
。
こ
う
し
て
、
幕
府
が
天
下
の
公
儀
と
し
て
諸
藩
を
統
制
す
る
幕
藩
体
制
の
基
本
構
造
が
定
め
ら
れ
た
。
同
時
に
設
置
さ
れ
評
定
所

は
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
図
る
組
織
と
手
続
き
が
定
め
ら
れ
、
幕
府
と
藩
、
そ
れ
以
下
の
各
レ
ベ
ル
で
の
問
題
解
決
の
役
割
分
担
も

明
白
と
な

（
２８
）

っ
た
。

近
世
の
大
名
家
臣
団
は
、
戦
国
期
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
家
臣
団
内
部
に
お
け
る
家
臣
相
互
間
の
人
格
的
編
成＝

主
従
制
を
失
っ
て

い
っ
た
。
人
格
的
な
忠
誠
関
係
で
は
な
く
、「
家
」
を
中
心
と
す
る
秩
序
意
識
が
定
着
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
秩
序
観
念
の
出

現
は
、
主
君
「
押
込
」
行
為
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
家
臣
団
（
家
老
・
重
臣
層
）
に
よ
る
主
君
廃
位
行
為
を
意
味

（
２９
）

す
る
。
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た
だ
し
、
近
世
初
期
に
お
い
て
は
、
主
君
「
押
込
」
行
為
は
、
も
っ
と
直
接
的
な
廃
位
強
制
で
あ
り
、
暗
殺
と
ほ
と
ん
ど
同
義
で
あ
る

よ
う
な
粗
暴
な
形
態
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寛
文
・
延
宝
期
（
一
六
六
一
年
〜
八
〇
年
）
の
頃
か
ら
「
家
」
を
基
軸
と
す
る
秩

序
観
念
が
強
化
さ
れ
、「
主
従
関
係
は
一
代
限
り
の
属
人
的
要
素
を
希
薄
に
し
、
永
代
の
属
門
的
関
係
に
大
き
く
比
重
を
移
し
て
い
く
、

い
わ
ゆ
る
『
藩
政
の
確
立
』
に
伴
っ
て
、
家
臣
た
ち
は
自
己
の
所
領
（
給
地
）
に
対
す
る
独
立
し
た
支
配
権
を
失
い
、
藩
権
力
に
よ
る

一
元
支
配
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
同
時
に
家
臣
た
ち
が
文
字
通
り
大
名
の
『
家
中
』
と
し
て
包
摂
さ
れ
て
い
く
過

程
で
も
あ
り
、
そ
の
中
の
実
力
者
た
ち
は
大
名
家
の
『
家
老
』
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
」。
こ
の
新
し
い
秩
序
は
、
こ
れ
に
対

応
す
る
思
想
を
形
成
す
る
。
大
名
の
「
御
家
」
の
下
に
包
摂
さ
れ
た
武
士
身
分
層
に
と
っ
て
は
、
第
一
義
的
な
価
値
と
は
「
御
家
」
そ

の
も
の
の
存
続
と

（
３０
）

な
る
。

個
々
の
給
人
領
主
は
た
だ
大
名
領
主
一
人
の
み
を
主
君
と
仰
ぎ
、
そ
の
意
味
で
は
、
す
べ
て
の
給
人
領
主
は
大
名
領
主
の
前
に
平
等

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
給
人
領
主
制
の
自
立
的
発
展
に
掣
肘
を
加
え
て
、
公
儀
の
名
に
お
い
て
相
互
規
制
を
加
え
る
こ

と
も
意
味

（
３１
）

す
る
。
江
戸
時
代
の
武
士
は
、
公
儀
の
一
員
と
し
て
、
公
役
に
従
事
す
る
た
て
ま
え
に
よ
っ
て
領
主
で
あ
り
、
貢
租
の
配
分

を
受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
公
役
は
、
上
は
幕
府
の
軍
役
か
ら
下
は
家
中
の
小
さ
な
か
役
儀
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
同
じ
で
あ

（
３２
）

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
公
儀
権
力
は
第
一
に
武
士
と
そ
れ
以
外
の
人
民
を
検
地
よ
っ
て
区
分
（
人
民
の
属
地
的
編
成
）
し
、
つ
い
で
こ
の
被

支
配
身
分
を
公
儀
に
役
立
つ
職
能
に
お
い
て
百
姓
・
町
人
・
職
人
等
と
し
て
峻
別
し
た
（
職
能
的
編
成
）
し
た
と
も
考
え
ら

（
３３
）

れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
公
権
力
も
、
各
階
層
に
よ
っ
て
分
有
さ
れ
、
幕
府
―
藩
―
郡
奉
行
―
代
官
―
給
人
あ
る
い
は
郡
―
組
合
村
―
村
な
ど
と
重

層
的
に
存
在
し
、
公
儀
は
、
こ
う
し
た
公
権
力
を
包
摂
し
き
る
に
い
た
ら
な
か

（
３４
）

っ
た
。

近
代
国
家
の
成
立
過
程
に
お
い
て
は
、
中
世
社
会
の
権
力
分
散
状
態
を
克
服
し
て
社
会
の
政
治
的
統
合
を
実
現
し
て
い
っ
た
が
、
日

本
と
西
欧
で
は
相
当
に
異
な
っ
て
い
た
。
西
欧
で
は
、
純
化
さ
れ
、
外
化
さ
れ
た
「
主
権
」
に
よ
る
封
建
的
諸
特
権
の
解
体
吸
収
が
行
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わ
れ
た
が
、
日
本
近
世
の
場
合
に
は
、
公
権
力
自
体
が
「
持
分
」
的
構
成
を
も
っ
て
成
員
全
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
分
散
的
諸
権
力
の

い
わ
ば
凝
縮
の
ご
と
き
、
直
接
的
な
統
合
で
あ

（
３５
）

っ
た
。

さ
ら
に
、
日
本
の
場
合
に
は
、
国
家
間
で
絶
え
ず
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
い
う
西
欧
諸
国
と
異
な
り
、
比
較
的
平
和
で
あ
っ

た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
政
学
的
原
因
も
あ
っ
て
、
財
政
軍
事
国
家
へ
の
傾
斜
が
徳
川
家
の
支
配
の
確
立
以
後
停
止
し
た
こ
と
も
、
西

欧
型
主
権
国
家
の
誕
生
を
妨
げ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
大
名
家
の
政
治
的
一
体
化
は
、
軍
制
上
の
一
元
化
が
先
行
し
て
い
た
が
、
将
軍
―

大
名
家
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
徳
川
幕
府
が
大
名
家
に
対
す
る
不
介
入
を
基
調
と
し
た
こ
と
に
も
あ
っ
て
、
諸
大
名
は
、
独
立
し
た

軍
団
を
形
成
し
て
お
り
、
諸
大
名
の
郡
制
を
一
元
化
す
る
と
い
う
よ
う
な
組
織
化
は
見
ら
れ
な
か

（
３６
）

っ
た
。

「
貞
永
式
目
」
に
は
、
守
護
の
職
責
と
し
て
、
大
犯
三
カ
条
の
一
箇
条
に
謀
叛
人
・
殺
害
人
の
検
断
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
は
、
慶
長

一
六
年
の
「
三
カ
条
誓
詞
」
三
条
の
謀
叛
人
・
殺
害
人
の
拘
置
（
保
護
）
禁
止
規
定
を
経
て
、「
元
和
武
家
諸
法
度
」
四
条
に
引
き
継

が
れ
た
。
し
か
し
、
謀
叛
人
の
定
義
を
欠
き
、
将
軍
の
殺
害
を
謀
る
こ
と
を
も
っ
て
謀
叛
人
と
規
定
す
る
の
で
は
な
い
。
一
七
四
二
年

の
「
公
事
方
御
定
書
」
に
も
、「
主
殺
」、「
親
殺
」
お
よ
び
「
師
匠
を
殺
候
も
の
」
を
一
般
殺
人
よ
り
重
く
罰
す
る
規
定
は
あ
る
が
、

反
逆
罪
の
規
定
が

（
３７
）

な
い
。
実
際
の
判
決
書
に
お
い
て
も
、
反
逆
（
謀
反
）
に
言
及
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
安
政
の
大
獄
に
お
い
て
も
、

罪
名
は
、「
公
儀
を
憚
ら
ず
」
と
い
う
の
が
根
本
理
由
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
幕
府
の
政
治
に
反
抗
し
て
公
武
の
確
執
を
招
い
た
こ

と
自
体
が
罪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
公
儀
す
な
わ
ち
幕
府
を
憚
ら
ず
時
の
政
府
に
反
抗
す
る
こ
と
」
は
、
幕
府
の
基
礎
の
確

立
と
国
家
の
治
安
と
混
同
さ
れ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
は
、「
内
閣
打
倒
す
な
わ
ち
国
家
の
基
礎
を
危
う
く
す
る
反
逆
罪
と
同
視
」
さ

れ
た
の
で

（
３８
）

あ
る
。
こ
の
「
公
儀
を
不
憚
不
届
」
と
い
う
文
言
は
、
当
時
の
裁
判
書
の
常
套
文
句
で
あ

（
３９
）

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
公

儀
も
朝
庭
を
も
取
り
込
で
完
全
に
一
元
化
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
幕
末
の
政
治
情
勢
は
、
公
武
の
二
元
性
を
克
服
す
る
よ
う
迫
っ
て
い
た
。
安
政
の
大
獄
も
、
一
八
五
八
年
九
月
一
四
日
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（
安
政
五
年
八
月
八
日
）
に
孝
明
天
皇
が
水
戸
藩
に
勅
書
（
勅
諚
）
を
下
賜
し
た
い
わ
ゆ
る
「
戊
午
の
密
勅
」
に
端
を
発
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
二
元
政
治
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
公
武
合
体
論
も
、「
朝
廷
・
幕
府
間
の
少
数
首
脳
の
直
接
的
な
結
合
」
に
限
定
す
る
立
場

（
一
橋
慶
喜
）、
幕
政
・
朝
政
と
身
分
制
秩
序
を
一
定
と
も
な
い
な
が
ら
「
全
領
主
階
級
と
り
わ
け
雄
藩
諸
侯
を
国
家
最
高
意
志
の
決

定
に
参
加
」
さ
せ
る
と
い
う
見
解
（
松
平
慶
永
・
島
津
久
光
ら
有
志
大
名
）
が
あ

（
４０
）

っ
た
。
元
治
元
年
ご
ろ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
援
助
を
得

て
、
不
服
従
の
諸
侯
を
屈
服
さ
せ
、
朝
廷
を
も
統
制
下
に
置
き
、
徳
川
中
心
の
郡
県
制
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て

（
４１
）

い
る
。
孝
明
天
皇
の
薨
去
の
後
、
徳
川
慶
喜
と
薩
・
越
・
土
・
宇
の
四
侯
は
、
兵
庫
開
港
と
長
州
藩
処
分
を
め
ぐ
っ
て
摂
関

体
制
の
下
で
の
朝
議
に
お
い
て
対
立
し
た
。
特
に
、
長
州
藩
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
薩
摩
藩
は
、
朝
命
に
よ
っ
て
寛
大
な
措
置
を
と
る

よ
う
主
張
し
た
。
し
か
し
、
幕
府
の
寛
大
な
措
置
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
第
二
次
長
州
征
伐
が
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
幕
府
は
、
有
罪
と
宣
告
し
た
者
を
理
由
な
く
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
正
論
を
盾
に
し
て
、
こ
の
主
張
を
退
け
る
こ

と
に
は
成
功
し
た
が
、
結
果
的
に
四
侯
と
の
対
立
は
深
ま

（
４２
）

っ
た
。

朝
廷
と
幕
府
の
関
係
は
、
文
久
三
年
三
月
お
よ
び
元
治
元
年
四
月
の
交
渉
を
通
じ
て
、
朝
廷
が
幕
府
に
大
政
を
委
任
し
た
と
い
う

「
公
武
一
和
・
政
令
一
途
」
と
い
う
か
た
ち
に
落
ち
着

（
４３
）

い
た
。
し
か
し
、
翌
年
に
は
、
長
州
藩
処
罰
を
め
ぐ
っ
て
、
朝
廷
は
薩
摩
藩
の

要
請
に
応
え
て
処
罰
を
緩
和
す
る
勅
書
を
下
し
、「
公
武
一
和
・
政
令
一
途
」
は
、
早
く
も
崩
れ
始
め
た
。
さ
ら
に
、
朝
廷
は
、
幕
府

の
要
請
を
入
れ
て
長
州
再
征
勅
許
を
下
し
、
天
皇
の
権
威
自
体
も
下
落
し
た
が
、
幕
府
の
こ
の
第
二
次
征
長
戦
争
の
失
敗
と
孝
明
天
皇

の
薨
去
に
よ
っ
て
、
事
態
は
転
換
し
、
雄
藩
諸
侯
の
発
言
力
が
増
し
、
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
に
い
た
る
。
大
政
奉
還
後
の
政
体
に
つ

い
て
は
、
朝
廷
側
も
幕
府
側
も
公
議
政
体
論
で
あ
る
こ
と
は
了
解
事
項
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
そ
の
内
容
を
決
定
し
た
の
は
、
西
郷

隆
盛
、
大
久
保
利
通
、
岩
倉
具
視
ら
の
武
力
倒
幕
派
で
あ
っ
た
。
公
議
に
基
づ
い
て
政
治
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
封
建
諸
侯
の
意
見

を
聴
く
こ
と
と
な
り
、
創
造
的
な
政
治
的
指
導
力
を
期
待
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
武
力
倒
幕
派
は
、
自
己
の
公
議
を
決
断
に
求
め
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た
。
武
力
討
幕
派
は
、
自
己
の
確
信
を
公
議
と
し
て
権
力
を
把
握
し
、
天
皇
の
決
断
を
突
如
と
し
て
示
す
こ
と
で
、
天
皇
へ
の
忠
誠
を

創
出
し
よ
う
と
し
た
の
で

（
４４
）

あ
る
。
王
政
復
古
の
大
号
令
は
、「
今
先
假
ニ
總
裁
、
議
定
、
參
與
之
三
職
被
�

置
、
萬
機
可
�

被
�

爲
�

行
。

諸
事

神
武
創
業
之
始
ニ
原
キ
（
自
今
、
摂
関
、
幕
府
等
を
廃
絶
し
、
即
今
、
ま
ず
仮
に
総
裁
・
議
定
・
参
与
の
三
職
を
置
か
れ
、
万

機
行
わ
せ
ら
る
べ
く
、
諸
事
、
神
武
創
業
の
始
に
原
づ
き
）」、「
至
當
之
公
議
ヲ
竭
シ
（
至
当
の
公
議
を
竭
く
し
）」、「
舊
來
驕
惰
之
汚

習
ヲ
洗
ヒ
、
盡
忠
報
國
之
誠
ヲ
以
テ
可
�

致
二

奉

公
一

候
事
（
旧
来
驕
惰
の
汚
習
を
洗
い
、
尽
忠
報
国
の
誠
を
以
っ
て
奉
公
致
す
べ
く

候
事
）」
と
宣
言
す
る
。
鎌
倉
幕
府
以
来
の
武
家
政
権
は
、
こ
こ
に
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

幕
府
主
導
の
二
元
政
治
克
服
の
構
想
は
、
西
周
に
よ
る
幕
府
側
の
政
権
構
想
を
示
し
た
「
議
題
草
案
」
に
そ
の
一
端
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
構
想
は
、「
立
法
・
行
政
両
権
に
お
け
る
徳
川
氏
の
諸
侯
に
対
す
る
優
越
性
を
規
定
し
な
が
ら
も
、
公
議
政
体
の

基
本
的
特
徴
を
そ
な
え
た
権
力
構
想
」
で
あ
っ
て
、
絶
対
主
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、「
封
建
民
主
主
義
の
一
形
態
」
で
あ
る
と
い
う

指
摘
さ
れ
て

（
４５
）

い
る
。「
封
建
民
主
主
義
」
と
い
う
の
は
形
容
矛
盾
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
確
か
に
、
西
の

（
４６
）

構
想
は
、
分
権
的
で

あ
る
。
領
土
に
つ
い
て
は
、「
土
地
境
界
之
儀
は
現
今
之
通
た
る
へ
き
事
」
と
し
、
当
面
の
間
は
、「
兵
馬
艦
船
之
権
は
公
儀
御
領
は
御

領
限
り
、
諸
大
名
封
境
内
は
境
内
限
、
自
国
防
禦
之
為
、
入
用
之
数
を
備
候
事
、
主
之
勝
手
た
る
へ
き
事
」
と
定
め
、「
自
国
」
の
存

在
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、「
臨
時
兵
役
」
は
、「
議
政
院
」
と
「
公
府
之
会
議
」
が
定
め
る
こ
と
が
で
き
、「
叛
国
叛
民
或
は
海
寇

応
援
等
之
儀
は
、
天
下
之
総
役
に
致
候
共
、
或
は
一
二
国
之
大
名
に
命
候
共
、
臨
時
会
議
之
取
扱
た
る
へ
き
事
」
と
し
、「
議
政
院
之

権
之
事
」
と
し
て
そ
の
第
三
に
「
臨
時
之
大
評
議
」
の
権
能
と
し
て
、「
内
外
征
伐
和
睦
応
援
等
之
議
定
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、

公
儀
・
大
名
の
領
内
で
の
騒
乱
に
つ
い
て
も
、「
御
領
内
に
而
県
令
治
方
不
宜
、
大
名
封
境
内
に
而
治
方
不
宜
、
百
姓
一
揆
、
家
中
分

党
抔
之
事
相
起
、
人
数
百
人
以
上
に
上
り
候
時
は
、
其
曲
直
刑
罰
は
議
政
院
之
捌
に
任
す
へ
き
事
」
と
定
め
て
い
る
。

天
皇
に
つ
い
て
は
、「
禁
裏
之
権
之
事
」
と
し
て
、
儀
礼
的
な
役
割
を
列
記
し
、
政
府
に
つ
い
て
は
、「
公
方
様
即
ち
徳
川
家
時
之
御
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当
代
を
奉
尊
奉
而
是
か
元
首
と
な
し
、
行
法
之
権
は
悉
く
此
権
に
属
候
事
」
で
あ
り
、「
大
君
と
可
奉
称
事
」
と
規
定
す
る
。
議
会
で

あ
る
「
議
政
院
」
は
二
院
制
で
あ
り
、
上
院
は
「
万
石
以
上
大
名
」
に
よ
っ
て
、
下
院
は
「
藩
士
壱
藩
壱
人
」
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
議
題
草
案
」
で
は
、
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
で
は
な
く
、
幕
藩
体
制
を
引
き
継
い
だ
「
公
儀
」
へ
の
忠
誠
が
「
議
政

院
」
を
通
じ
て
「
大
君
」
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
議
政
院
」
の
大
名
・
藩
士
の
忠
誠
は
、
必
ず
し
も
「
大

君
」
に
向
け
ら
れ
と
は
限
ら
ず
、
天
皇
に
向
け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
反
逆
か
否
か
は
、
最
終
的
に
「
議
政

院
」
が
判
断
す
る
。

（
１
）
『
北
一
輝
著
作
集
第
一
巻
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九
年
）
二
九
〇
〜
一
頁
。

（
２
）

こ
れ
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
続
く
。「
さ
ら
ば
忠
も
其
身
分
に
よ
り
次
第
有
�

之
事
に
候
へ
ば
、
前
に
も
い
へ
る
如
く
、
兎
に
角
に
面
々

の
身
分
を
考
へ
、
真
実
に
心
を
用
候
は
ば
、
自
ら
過
不
及
も
有
�

之
間
敷
候
」。
徳
川
斉
昭
「
告
志
篇
」『
日
本
思
想
体
系
・
水
戸
学
』（
岩
波

書
店
、
一
九
七
三
年
）
二
一
二
頁
。

（
３
）

同
前
、
三
一
一
頁
。

（
４
）

松
本
三
之
介
『
国
学
政
治
思
想
の
研
究
』（
未
来
社
、
一
九
七
二
年
）
一
三
三
〜
四
頁
。

（
５
）

松
本
三
之
介
『
天
皇
制
国
家
と
政
治
思
想
』（
未
来
社
、
一
九
六
九
年
）
一
五
一
頁
。

（
６
）

尾
藤
正
英
「
水
戸
学
の
特
質
」
前
掲
・『
水
戸
学
』、
五
六
〇
頁
。

（
７
）

兵
頭
裕
己
『
太
平
記
〈
よ
み
〉
の
可
能
性
―
歴
史
と
い
う
物
語
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）
二
二
三
〜
五
頁
。

（
８
）

前
掲
・
松
本
『
天
皇
制
国
家
と
政
治
思
想
』、
一
五
五
〜
六
頁
。

（
９
）

本
郷
恵
子
『
日
本
の
歴
史
―
院
政
か
ら
鎌
倉
時
代
―
京
・
鎌
倉
―
ふ
た
つ
の
王
権
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
）
二
四
頁
。

（
１０
）

井
上
光
貞
他
校
注
『
律
令
・
日
本
思
想
体
系
﹇
新
装
版
﹈』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
一
六
〜
八
頁
。
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（
１１
）

同
前
、
四
八
七
頁
。

（
１２
）

高
瀬
喜
朴
／
小
林
宏
・
高
塩
博
編
『
大
明
律
例
譯
義
』（
創
文
社
、
一
九
八
九
年
）
四
一
三
〜
四
頁
。

（
１３
）

前
掲
・『
律
令
・
日
本
思
想
体
系
﹇
新
装
版
﹈』、
四
八
九
頁
。

（
１４
）

田
中
修
實
『
日
本
中
世
の
法
と
権
威
』（
�
科
書
店
、
一
九
九
三
年
）
三
三
四
頁
。

（
１５
）

同
前
、
三
三
八
頁
。

（
１６
）

同
前
、
三
四
四
頁
。

（
１７
）

同
前
、
三
四
六
頁
。

（
１８
）

古
澤
直
人
『
鎌
倉
幕
府
と
中
世
国
家
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
）
二
七
二
頁
。

（
１９
）

網
野
善
彦
・
石
井
進
・
笠
松
宏
至
・
勝
俣
鎮
夫
『
中
世
の
罪
と
罰
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
一
九
一
〜
二
頁
。

（
２０
）

今
谷
明
『
戦
国
大
名
と
天
皇
・
室
町
幕
府
の
解
体
と
王
権
の
逆
襲
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
）
一
五
〜
九
頁
。

（
２１
）

同
前
、
四
四
頁
。

（
２２
）

同
前
、
一
二
六
頁
。

（
２３
）

同
前
、
二
三
五
〜
五
頁
。

（
２４
）

前
掲
・
古
澤
、
四
〇
一
〜
二
頁
。

（
２５
）

同
前
、
四
〇
三
頁
。

（
２６
）

同
前
、
四
〇
七
頁
。

（
２７
）

朝
尾
直
弘
「「
公
儀
」
と
幕
藩
領
主
制
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
歴
史
５
近
世
１
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
八
五
年
）
五
七
頁
。

（
２８
）

同
前
、
五
八
頁
。

（
２９
）

笠
谷
和
比
古
『
主
君
「
押
込
」
の
構
造
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）
一
七
四
頁
。
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（
３０
）

同
前
、
一
九
八
頁
。

（
３１
）

前
掲
・
朝
尾
、
六
三
頁
。

（
３２
）

同
前
、
六
五
頁
。

（
３３
）

水
本
邦
彦
「
村
共
同
体
と
村
支
配
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
歴
史
５
近
世
１
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

五
年
）
一
三
一
頁
。

（
３４
）

前
掲
・
朝
尾
、
六
七
〜
九
頁
。

（
３５
）

笠
谷
和
比
古
『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
四
四
六
頁
。

（
３６
）

同
前
、
四
四
二
頁
。

（
３７
）

奥
野
彦
六
『
定
本
御
定
書
の
研
究
』（
酒
井
書
店
、
一
九
七
五
年
）
一
五
頁
。

（
３８
）

尾
佐
竹
猛
『
明
治
維
新
上
巻
』（
宗
高
書
房
、
一
九
七
八
年
）
二
一
八
頁
。

（
３９
）

關
之
『
徳
川
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
―
著
名
裁
判
録
﹇
復
刻
版
﹈』（
大
空
社
、
一
九
九
九
﹇
一
九
四
八
﹈
年
）
一
四
頁
。

（
４０
）

原
口
清
「
近
代
天
皇
制
成
立
の
政
治
的
背
景
―
幕
末
中
央
政
局
の
基
本
的
動
向
に
関
す
る
一
考
察
」
遠
山
茂
樹
編
『
近
代
天
皇
制
の
成

立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
九
六
頁
。

（
４１
）

同
前
、
一
三
七
頁
。

（
４２
）

同
前
、
一
四
三
〜
四
頁
。

（
４３
）

同
前
、
一
一
五
〜
六
頁
。

（
４４
）

井
上
勲
『
王
政
復
古
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
）
二
七
六
頁
。

（
４５
）

前
掲
・
原
口
、
一
四
六
頁
。

（
４６
）
「
別
紙
議
題
草
案
」
国
立
国
会
図
書
館
「
資
料
に
み
る
日
本
の
近
代
」http:／／w

w
w
.w

dl.go.jp／m
odern／im

g_t／００３
-００１

tx.htm
l
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３

刑
法
改
正
と
反
逆
罪

明
治
新
政
府
は
、
掌
握
し
た
権
力
を
天
皇
に
よ
っ
て
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
旧
制
度
の
改
革
も
急
務
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
刑
政
の
近
代
化
で
あ
る
。
明
治
新
政
府
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
九
年
）
一
〇
月
の
行
政
官
布
達
に
よ
っ
て
、
新
し
い
法

律
の
で
き
る
ま
で
は
、
若
干
の
修
正
を
施
し
て
、
従
来
の
「
公
事
方
御
定
書
」
の
適
用
を
認
め
た
。
同
時
に
、
明
治
政
府
は
、
新
刑
法

の
編
纂
作
業
を
肥
後
藩
出
身
者
が
多
く
登
用
さ
れ
て
い
た
刑
法
事
務
科
・
刑
法
事
務
局
に
ゆ
だ
ね
た
。
肥
後
藩
は
、
清
律
を
研
究
し
て

独
自
の
刑
法
典
で
あ
る
「
刑
法
草
書
」
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
刑
法
も
、
清
律
と
「
刑
法
草
書
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

言
わ
れ
て

（
１
）

い
る
。
こ
の
新
刑
法
は
、「
仮
刑
律
」
と
称
さ
れ
る
が
、
刑
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
律
に
お
い
て
は
、
笞
刑
、
杖
刑
、

徒
刑
、
流
刑
お
よ
び
死
刑
の
五
種
類
で
あ
る
が
、
仮
刑
律
で
は
杖
刑
を
笞
刑
に
統
合
し
、
四
種
類
と
し
て
い
る
。
死
刑
に
つ
い
て
は
、

律
で
は
、「
絞
」
と
「
斬
」
の
二
種
類
で
あ
る
が
、
仮
刑
律
で
は
、「
刎
」（
身
首
処
を
異
す
）
と
「
斬
」（
袈
裟
斬
）
と
い
う
二
種
類
に

加
え
て
、「
磔
」・「
焚
」
を
規
定
し
、
さ
ら
に
死
刑
に
加
え
て
「
梟
首
」
を
定
め
て

（
２
）

い
る
。
八
虐
（
八
逆
）
も
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら

れ
、「
謀
反
」
は
「
国
家
ヲ
危
ス
ル
コ
ト
ヲ
謀
ル
ヲ
謂
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
大
明
律
例
譯
義
』
に
お
い
て
は
、「
謀
反

大
逆
」
は
、「
凌
遅
の
死
刑
に
行
ふ
」
と
解
説
さ
れ
て
い

（
３
）

る
が
、
仮
刑
律
で
は
、「
磔
」
で

（
４
）

あ
る
。
ま
た
、『
大
明
律
例
譯
義
』
の
「
職

官
侵
ス
コ
ト
有
リ
」
と
い
う
官
吏
の
犯
罪
に
関
す
る
規
定
に
代
え
て
「
藩
臣
処
分
」
が
規
定
さ
れ
、
藩
士
身
分
の
存
在
を
前
提
と
し
て

い
る
。
要
す
る
に
、
仮
刑
律
を
様
々
に
調
整
す
る
こ
と
で
、
明
治
の
指
導
者
た
ち
は
、
徳
川
時
代
の
刑
法
の
苛
酷
さ
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
他
の
点
で
は
「
公
事
方
御
定
書
」
に
よ
っ
て
仮
刑
律
を
補
充
し
た
の
で

（
５
）

あ
る
。

「
仮
刑
律
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
仮
の
法
典
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
に
新
律
編
纂
事
業
が
進
め
ら
れ
、
明
治
三
年
一
二
月
、

「
新
律
綱
領
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、
漢
学
者
が
中
心
と
な
っ
て
推
し
進
め
た
編
纂
事
業
で
あ
り
、
明
律
よ
り
も
清
律
に
影
響
さ
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れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
六
年
六
月
一
三
日
、「
改
定
律
例
」
が
公
布
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、「
新
律
綱

領
」
に
と
っ
て
か
わ
る
も
の
で
は
な
く
、「
新
律
綱
領
」
の
原
則
を
敷
衍
し
、
そ
の
規
則
を
補
充
す
る
性
格
を
も
っ
た
も
の
で

（
６
）

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
仮
刑
律
」
と
「
新
律
綱
領
」・「
改
定
律
例
」
に
は
相
違
点
が
あ
っ
て
、
特
に
「
新
律
綱
領
」・「
改
定
律
例
」
に
は

「
八
虐
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
が
前
者
と
大
き
く
異
な
る
。
た
だ
し
、
八
虐
す
べ
て
が
消
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

く
「
謀
反
」、「
謀
大
逆
」
お
よ
び
「
謀
叛
」
の
三
虐
は
消
失
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
五
つ
に
つ
い
て
は
、
各
則
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

親
族
関
係
と
主
従
関
係
を
中
心
と
す
る
身
分
制
的
不
平
等
の
体
系
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
三
虐
が
削
除
さ
れ
た
理
由

は
、
明
治
初
期
の
政
治
的
混
乱
に
起
因
す
る
。
明
治
三
年
六
月
八
日
の
「
太
政
官
沙
汰
」
は
、
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
凡
国
事
ニ
係
リ
、
順
逆
ヲ
誤
リ
、
犯
罪
ニ
至
リ
、
府
藩
県
ニ
於
テ
咎
申
付
有
�

之
候
者
、
並
未
ダ
処
分
ヲ
経
ザ
ル
分
ト
モ
、
去
巳

年
九
月
、
被
二

仰
出
一

候
御
主
意
ニ
基
キ
、
罪
之
軽
重
ニ
応
ジ
、
其
管
轄
府
藩
県
ニ
於
テ
寛
典
之
処
置
可
�

致
旨
、
被
二

仰
出
一

候
事
」
と
。

「
順
逆
ヲ
誤
リ
」
て
罪
を
犯
し
た
者
、
つ
ま
り
、
恭
順
と
反
逆
と
を
取
り
違
え
た
者
に
つ
い
て
は
、
寛
刑
を
要
請
し
て

（
７
）

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
新
律
綱
領
」
に
は
、
前
期
三
虐
が
削
除
さ
れ
て
と
い
っ
て
も
、
基
調
と
し
て
は
か
え
っ
て
国
家
主
義
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。「
賊
盗
律
」
に
掲
げ
ら
れ
た
「
盗
二

大
祀
神
御
物
一

」（
伊
勢
神
宮
・
宮
中
三
殿
の
御
物
・
供
物
を
盗
ん

だ
場
合
）、「
盗
二

乗
輿
服
御
物
一

」（
天
皇
・
皇
后
な
ど
の
衣
服
な
ど
を
盗
ん
だ
場
合
）、「
盗
二

官
文
書
一

」（
神
祇
官
・
太
政
官
以
下
の
文

書
を
盗
ん
だ
場
合
）
な
ど
の
規
定
は
、
国
家
法
益
侵
害
罪
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
主
義
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
。「
戸
婚
律
」

に
規
定
さ
れ
た
「
逃
亡
」（
庶
人
・
華
士
族
が
本
籍
を
脱
し
て
逃
亡
し
た
場
合
）
に
つ
い
て
も
、「
戸
婚
律
」
に
は
、「
盗
二

売
田
宅
一

」（
他

人
の
田
宅
を
盗
み
売
却
し
た
場
合
な
ど
）
の
財
産
犯
が
規
定
さ
れ
、
こ
れ
も
国
家
秩
序
を
支
え
る
所
有
秩
序
へ
の
侵
犯
と
考
え
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、「
戸
」
と
は
、
国
家
秩
序
を
支
え
る
最
も
基
本
的
な
単
位
と
み
な
し
て
、
こ
れ
を
国
家
的
支
配
の
客
体
た
る
戸
と

し
て
編
成
し
て
お
り
、
国
家
主
義
的
な
意
図
が
「
戸
婚
律
」
に
表
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
戸
婚
律
」
に
は
、「
立
�

嫡
違
�

法
」（
嫡
子

２４身分制議会と立憲主義（八）



が
死
亡
・
病
気
で
も
な
い
の
に
庶
子
を
家
の
相
続
人
と
し
た
場
合
、
養
父
母
が
養
子
を
捨
て
た
場
合
）
や
「
逐
�

婿
嫁
�

女
」（
無
罪
の

婿
を
放
逐
し
て
別
の
婿
を
招
い
た
場
合
な
ど
）
な
ど
の
立
嫡
や
婚
姻
な
ど
の
家
庭
内
の
内
部
問
題
を
も
犯
罪
と
し
て
い
る
点
に
、
国
家

主
義
的
傾
向
が
見
ら

（
８
）

れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
い
ず
れ
も
明
律
・
清
律
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で

（
９
）

あ
り
、
こ
れ
ら
の
律
は
、
儒
教
思
想
は
、
家

族
を
中
核
と
す
る
有
機
体
的
な
宇
宙
観
に
も
基
づ
い
て
お
り
、
皇
帝
は
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
戸
」
は
、
道
徳
秩
序
の
基
軸
で
あ
る
と
同
時
に
、
課
税
の
単
位
で
も
あ
り
、
私
有
財
産
制
度
の
未
発
達
な
社
会
に
お
い
て
は
、「
戸
」

の
財
産
に
対
す
る
侵
害
も
犯
罪
と
観
念
さ
れ
う
る
。
ま
た
、「
職
制
律
」、「
断
獄
律
」、「
訴
訟
律
」
な
ど
の
多
く
の
官
吏
の
罪
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
皇
帝
の
独
裁
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
国
家
は
、
お
そ
ら
く
隋
・
唐
の
律
令
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
で
き
る
国
家
で
あ
る
。
む
し
ろ
、「
賊
盗
律
」
の
中
に
、「
盗
二

大
祀
神
御
物
一

」、「
盗
二

乗
輿
服
御
物
一

」
な
ど

が
掲
げ
ら
れ
な
が
ら
、
全
体
系
の
中
核
た
る
前
記
三
虐
を
欠
く
こ
と
の
ほ
う
が
異
様
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
新
律
綱
領
」
に
お

け
る
国
家
と
は
、
近
代
国
家
た
り
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
中
国
の
「
律
」
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。「
秦
漢
か
ら
明
清
ま
で
、
中
国
の
皇
帝
政
治
は
、
精
粗
質
量
の
差
は
あ
っ
て

も
、
全
部
律
令
国
家
と
名
づ
け
て
別
に
お
か
し
く
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て

（
１０
）

い
る
。
未
分
化
だ
っ
た
「
律
」
と
「
令
」
も
、
隋
唐
時
代
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て
頂
点
を
迎
え
る
。「
律
は
、
唐
に
至
っ
て
一
應
完
成
の
極
に
達
し
、
も
は
や
加
筆
の
隙
を
與

え
ぬ
古
典
と
化
し
た
」
も
の
で
あ
っ
て
、「
中
國
的
法
思
惟
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
唐
と
い
う
一
時
代
を
か
り
て
、
こ
こ
に
そ
の

最
も
集
約
さ
れ
た
端
正
な
姿
を
現
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て

（
１１
）

い
る
。「
唐
律
」
を
解
説
し
た
『
唐
律
疏
議
』
に
よ
れ
ば
、「
謀

反
」
は
、「
社
稷
ヲ
危
ク
セ
ン
ト
謀
ル
ヲ
謂
フ
」、
つ
ま
り
、「
天
子
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
謀
る
」
こ
と
で
あ
る
。「
然
シ
テ
王
者
ハ
宸

極
ノ
至
尊
ニ
居
リ
、
上
天
ノ
寶
命
ヲ
奉
ジ
、
二
儀
（
て
ん
と
ち
）
ノ
覆
載
ト
同
ジ
ク
、
兆
庶
ノ
父
母
ト
作
（
ナ
）
ル
。
子
タ
リ
臣
タ
ル
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モ
ノ
、
惟
レ
忠
惟
レ
孝
タ
ル
ノ
ミ
。
乃
（
ス
ナ
ワ
）
チ
凶
慝
ヲ
包
蔵
シ
、
将
サ
ニ
逆
心
ヲ
起
サ
ン
ト
ス
。
天
常
ニ
反
ス
ル
ヲ
規
（
ハ
カ
）

リ
。
人
理
ニ
悖
逆
ス
。
故
ニ
『
謀
反
』
ト
曰
フ
」
と
解
説
す
る
。「
社
ト
ハ
五
土
神
タ
リ
、
稷
ト
ハ
田
正
タ
ル
ナ
リ
」
で
は
あ
る
が
、

婉
曲
に
皇
帝
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
て
、
皇
帝
の
人
身
と
そ
の
主
権
が
不
可
分
に
含
意
さ
れ
て
い
る
。
皇
帝
の
廃
位
・
殺
害
を
目
指
す
暴

力
の
行
使
が
「
反
」
で
あ
り
、
そ
の
予
備
・
陰
謀
が
「
謀
反
」
で
あ
る
。
謀
反
は
、
多
く
の
場
合
、
兵
乱
の
か
た
ち
を

（
１２
）

と
る
。

「
謀
大
逆
」
と
い
う
の
は
、
皇
帝
の
権
威
を
象
徴
す
る
重
要
な
営
造
物
を
破
壊
す
る
行
為
（
そ
の
結
果
と
し
て
、
皇
帝
の
権
威
に
重

大
な
侮
辱
を
加
え
る
こ
と
）
を
意
味
し
、
明
清
律
も
「
十
悪
」
の
文
面
に
つ
い
て
、
唐
律
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
謀

叛
大
逆
」
で
一
つ
の
罪
名
と
な
り
、
謀
反
と
謀
大
逆
で
科
刑
が
区
別
さ
れ
な
く
な

（
１３
）

っ
た
。「
謀
叛
」
と
は
「
国
ニ
背
キ
偽
ニ
従
ハ
ン
ト

謀
ル
ヲ
謂
フ
」
の
で
あ
る
が
、「
人
ア
リ
テ
本
朝
ニ
背
カ
ン
ト
謀
リ
、
将
サ
ニ
蕃
国
ニ
投
ゼ
ン
ト
ス
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

正
統
な
現
王
朝
か
ら
離
脱
し
て
外
国
も
し
く
は
偽
政
権
の
側
に
寝
返
る
こ
と
が
「
叛
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
叛
」
は
、
朝
廷
に

対
す
る
積
極
的
な
攻
撃
で
は
な
く
、
離
脱
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
官
軍
に
徹
底
抗
戦
す
れ
ば
、「
反
」
と

（
１４
）

な
る
。「
唐
律
」
は
、

日
本
の
律
令
制
に
影
響
を
与
え
た
も
の
の
、
そ
の
衰
退
後
は
、
影
響
力
を
失
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
の
「
律
」
は
、
明
律
研
究
と
し
て
和
歌
山
藩
の
徳
川
光
貞
・
吉
宗
親
子
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
、
将
軍
に
就
任
し
た
吉
宗

が
そ
れ
を
継
承
発
展
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
荻
生
徂
徠
や
高
瀬
喜
朴
の
注
釈
書
が
生
ま
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
成
果
は
、
江
戸
時
代

の
刑
事
司
法
と
行
刑
に
実
際
に
影
響
を
与
え
、
熊
本
藩
の
「
刑
法
草
書
」
の
よ
う
な
徒
刑
制
度
を
取
り
入
れ
た
す
ぐ
れ
た
法
典
も
生
ま

（
１５
）

れ
た
。

荻
生
徂
徠
の
「
明
律
」
の
「
謀
叛
」
の
注
解
「
謀
危
社
稷
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
天
下
を
く
つ
が
へ
し
、
世
を
奪
ん
と
す
る
を
云

う
な
り
。
社
稷
と
は
、
土
の
神
を
社
と
云
ひ
、
五
穀
の
神
を
稷
と
云
。
天
使
も
諸
侯
も
民
を
安
ず
る
役
人
な
る
ゆ
へ
、
民
は
土
に
栖
み

五
穀
を
食
し
て
居
る
も
の
な
る
道
理
に
よ
り
て
、
民
の
た
め
に
社
稷
を
祭
る
こ
と
な
り
。
其
世
其
国
亡
ぶ
れ
ば
、
前
の
社
稷
を
ば
や
ぶ

２６身分制議会と立憲主義（八）



り
す
て
て
、
新
た
に
社
稷
を
立
て
な
ほ
す
。
然
れ
ば
国
家
の
伝
わ
る
内
は
社
稷
も
伝
わ
り
、
国
家
が
亡
れ
ば
社
稷
も
か
わ
る
ゆ
へ
、
総

じ
て
国
家
と
云
う
こ
と
を
社
稷
と
は
云
な
り
。
律
は
天
子
よ
る
立
た
る
法
な
る
ゆ
へ
、
こ
こ
の
社
稷
を
危
る
と
は
云
は
、
天
下
を
く
つ

が
へ
す
こ
と
な
り
」
と
解
説
し
て

（
１６
）

い
る
。

『
大
明
律
例
譯
義
』
は
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
命
を
受
け
て
、
紀
州
藩
の
儒
者
高
瀬
喜
朴
が
一
七
二
〇
（
享
保
五
年
）
に
明
代
の

律
（
刑
法
典
）
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
高
瀬
に
よ
る
刑
政
の
要
約
で
あ
る
「
律
大
意
」
が
序
文
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。『
譯

義
』
は
、
幕
府
諸
藩
の
刑
事
裁
判
の
法
源
の
一
つ
と
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、「
律
大
意
」
も
よ
く
引
用
さ
れ
た
。「
律
大
意
」
の
趣
旨
は
、

「
人
々
其
親
た
る
者
を
親
と
し
、
そ
の
長
た
る
者
を
長
と
す
れ
バ
、
天
下
は
平
に
な
る
な
り
。
天
下
の
平
に
あ
る
分
（
ワ
ケ
）
ハ
、
人

の
君
た
る
者
、
其
身
を
修
め
、
そ
れ
以
て
其
家
を
斎
（
ト
ト
ノ
）
へ
、
そ
れ
を
あ
げ
て
國
天
下
に
施
す
事
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
儒

教
的
な
身
分
秩
序
に
よ
る
社
会
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
刑
罰
の
適
用
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
人
道
的
な
主
張
に
も

貫
か
れ
て

（
１７
）

い
る
。
明
律
に
お
い
て
は
、「
謀
反
」
と
「
大
逆
」
は
、
併
合
さ
れ
て
「
謀
反
大
逆
」
と
さ
れ
、「
逆
心
を
企
て
、
君
を
こ
ろ

さ
ん
と
は
か
る
を
謀
反
と
云
。
君
の
先
祖
の
宗
廟
墓
所
、
�
に
天
子
の
ま
し
ま
す
宮
殿
を
、
こ
ぼ
ち
破
ら
ん
と
謀
る
を
大
逆
と
い
ふ
」

と
注
釈
し
て
い
る
。「
謀
叛
」
は
、「
我
が
本
国
に
そ
む
ひ
て
、
ひ
そ
か
に
他
国
に
組
せ
ん
と
は
か
る
を
い
ふ
」
が
、「
年
貢
賦
役
等
を

の
が
れ
て
、
公
儀
よ
り
呼
出
せ
ど
も
、
險
阻
を
た
の
ミ
に
し
て
出
ざ
る
者
」
も
謀
叛
の
未
遂
で
あ
り
、
公
儀
が
呼
び
出
し
て
も
応
じ
な

け
れ
ば
、
謀
叛
の
既
遂
で
あ
る
と
注
釈
し
て

（
１８
）

い
る
。「
造
妖
書
妖
言
」
に
つ
い
て
は
、
他
人
の
書
い
た
妖
書
を
所
持
す
る
者
は
、
直
ち

に
公
儀
に
際
し
出
す
よ
う
に
と
解
説
し
て

（
１９
）

い
る
。

大
宝
律
令
・
養
老
律
令
の
「
謀
反
」
の
定
義
を
引
き
継
ぐ
な
ら
ば
、
唐
律
・
明
律
の
「
謀
反
」
や
「
謀
反
大
逆
」
は
、
天
皇
に
対
す

る
罪
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
な
れ
ば
徳
川
家
の
支
配
を
否
定
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
か
と
い
っ
て
、「
謀
反
」・「
謀

反
大
逆
」
を
将
軍
に
対
す
る
罪
に
当
た
る
と
解
説
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で
、
唐
や
明
に
即
し
た
解
説
を
施
し
て
い
る
。
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中
国
の
「
国
家
」
と
は
家
の
集
合
体
で
あ
り
、
皇
帝
の
家
か
ら
庶
人
の
家
に
い
た
る
ま
で
、
家
は
全
て
原
理
的
に
は
平
等
な
も
の
で

あ
っ
た
。
中
国
に
お
け
る
姓
は
家
の
冠
称
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
に
は
何
ら
上
下
の
差
等
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
君
臣
関
係

は
、
賎
民
を
除
け
ば
、
そ
の
内
部
に
身
分
制
的
要
素
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
極
め
て
専
制
的
な
も
の
で
あ

（
２０
）

っ
た
。
こ

の
家
は
、
隋
唐
の
律
令
制
は
、
こ
の
個
人
と
社
会
の
規
範
を
な
す
こ
の
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
「
礼
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。「
律
」
の
う
ち
、
皇
帝
に
対
す
る
「
謀
反
」、「
謀
大
逆
」
お
よ
び
「
謀
叛
」
と
い
う
反
逆
罪
を
除
け
ば
、
残
り
は
父
祖
や
親
族
・

血
縁
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
罪
で
も
、
父
祖
血
縁
の
尊
卑
幼
長
の
等
級
に
従
っ
て
罪
科
の
軽
重
が
測
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
す
べ
て
の
家
族
・
親
族
関
係
に
及
び
、
こ
れ
を
体
系
化
し
た
も
の
「
礼
」
で
あ
っ
て
、
皇
帝
に
よ
る
刑
罰
の
強
制
の
あ
る
も
の
が

「
律
」
な
の
で

（
２１
）

あ
る
。
だ
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
「
臣
」
称
は
あ
く
ま
で
皇
帝
に
対
す
る
も
の
で
、
皇
帝
と
の
一
対
一
の
君
臣
関
係
を

表
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、「
臣
」
相
互
は
「
臣
」
と
し
て
は
対
等
で
あ
る
。
日
本
の
天
皇
権
力
は
、
中
国
の
よ
う
に
専
制
的
な
君

臣
秩
序
を
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
伝
統
的
な
貴
族
制
・
身
分
制
を
基
本
的
に
は
承
認
し
つ
つ
、
そ
れ
を
独
自
の
礼
的
秩
序
に
再
編

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
初
め
て
自
ら
の
権
力
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

（
２２
）

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
近
代
国
家
を
築
こ
う
と
す
る
法
制
度
の
一
つ
と
し
て
、
新
刑
法
を
「
律
」
に
基
づ
い
て
編
纂
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

暫
定
的
な
措
置
以
上
の
も
の
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
井
上
毅
の
質
問
に
対
す
る
明
治
九
年
五
月
二
五
日
の
「
漢
律
ト
歐
律
ノ
比
較
ニ

關
ス
ル
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
答
議
」
に
お
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
支
那
ノ
刑
法
ノ
甚
タ
殘
酷
ニ
シ
テ
且
細
苛
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
世
ノ

周
ク
知
ル
所
ニ
シ
テ
、
其
ノ
重
ナ
ル
原
則
ハ
我
日
本
ニ
於
テ
ハ
既
シ
テ
今
日
ハ
死
物
ト
ナ
リ
タ
ル
ナ
リ
」
と
回
答
し
て

（
２３
）

い
る
。

明
治
一
一
年
の
『
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
刑
法
案
總
論
』
に
お
い
て
、
刑
法
の
原
則
を
次
の
よ
う
に
言
う
。「
刑
法
ヲ
創
立
ス
ル
者
ハ
、

數
箇
ノ
�
ヲ
兼
備
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
シ
テ
、
世
罕
レ
ニ
其
人
ヲ
見
ル
。
勇
決
ニ
シ
テ
殘
忍
ニ
至
ラ
ス
。
仁
慈
ニ
シ
テ
柔
懦
ニ
至
ラ
ス
。

其
義
務
タ
ル
ヤ
、
政
府
を
保
固
シ
、
衆
庶
ヲ
護
衛
シ
テ
惡
人
ノ
侵
襲
ヲ
蒙
ラ
ザ
ラ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
。
然
レ
ト
モ
、
亦
、
意
ヲ
示
シ
戒
ヲ

２８身分制議会と立憲主義（八）



垂
ル
ル
ト
稱
シ
テ
敢
テ
苛
刑
ヲ
用
ヒ
、
國
家
ノ
安
寧
ヲ
得
ヘ
キ
常
度
ヲ
超
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
要
ス
ル
ニ
眞
理
（
レ
ー
ゾ
ン
）
ト

直
道
（
ジ
ュ
ス
チ
ス
）、
即
チ
性
法
（
ト
ロ
ア
、
ナ
チ
レ
ル
）
ニ
依
ラ
ン
耳

（
２４
）

」
と
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
指
導
の
も
と
で
編
纂
事
業
が
進
め
ら
れ
た
「
刑
法
」
と
「
治
罪
法
」
は
、
明
治
一
三
年
七
月
一
七
日
公
布
さ
れ
同

一
五
年
一
月
元
旦
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
刑
法
は
、
そ
の
「
第
二
編
公
益
ニ
関
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
と
し
て
、「
第
一
章
皇
室
ニ
対
ス

ル
罪
」
を
「
第
二
章
国
事
ニ
関
ス
ル
罪
」
を
掲
げ
て
い
る
。
前
者
に
は
、「
天
皇
、
三
后
、
皇
太
子
ニ
対
シ
危
害
ヲ
加
ヘ
又
ハ
加
ヘ
ン

ト
シ
タ
ル
者
ハ
、
死
刑
ニ
処
ス
」（
一
一
六
条
）
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
後
者
の
「
第
一
節
内
乱
ニ
関
ス
ル
罪
」
に
は
、「
政
府
ヲ
�
覆

シ
、
又
ハ
邦
土
ヲ
僭
窃
シ
、
其
他
朝
憲
ヲ
紊
乱
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
為
シ
、
内
乱
ヲ
起
シ
タ
ル
者
ハ
、
左
ノ
区
別
ニ
従
テ
処
断
ス
」（
一

二
一
条
）
と
規
定
さ
れ
、
ま
た
、「
第
二
節
外
患
ニ
関
ス
ル
罪
」
と
し
て
、「
外
国
ニ
与
シ
テ
本
国
ニ
抗
敵
シ
、
又
ハ
外
国
ト
交
戦
中
同

盟
国
ニ
抗
敵
シ
、
其
他
本
国
ニ
背
叛
シ
テ
敵
兵
ニ
附
属
シ
タ
ル
者
ハ
、
死
刑
ニ
処
ス
」（
一
二
九
条
）
と
規
定

（
２５
）

す
る
。
こ
れ
ら
の
規
定

は
、
一
八
一
〇
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
謀
反
大
逆
」
が
た
だ
ち
に
国
家
に
対
す
る
罪
と
し
て
で
は
な
く
、

「
公
益
」
に
関
す
る
罪
と
し
て
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）

水
林
彪
・
山
本
英
二
「
資
料
解
題
」
石
井
紫
郎
・
水
林
彪
『
法
と
秩
序
―
日
本
近
代
思
想
体
系
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
五
五
四

頁
。

（
２
）
「
仮
刑
律
」
同
前
・『
法
と
秩
序
―
日
本
近
代
思
想
体
系
』、
二
〜
三
頁
。

（
３
）

前
掲
・『
大
明
律
例
譯
義
』
四
一
三
頁
。

（
４
）

前
掲
・「
仮
刑
律
」、
一
四
頁
。

（
５
）

H
E
N
G

―C
H
A
O

C
H
’E

N
,
P
aul,

T
he

F
orm

ation
of

the
E
arly

M
eiji

L
egal

O
rder:

T
he

Japanese
C
ode

of
1871

and
Its
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C
hinese

F
oundation,

O
xford

U
niversity

P
ress,O

xford,１９８１
,pp.３９

.

（
６
）

前
掲
・
水
林
彪
・
山
本
英
二
「
資
料
解
題
」、
五
五
六
頁
。

（
７
）

水
林
彪
「
解
説
」・
前
掲
『
法
と
秩
序
―
日
本
近
代
思
想
体
系
』、
五
二
一
〜
二
頁
。

（
８
）

同
前
、
五
二
三
頁
。

（
９
）

前
掲
・「
資
料
解
説
」、
五
七
〇
〜
八
一
頁
。
前
掲
・『
大
明
律
例
譯
義
』
の
該
当
箇
所
参
照
。

（
１０
）

梅
原
郁
『
皇
帝
政
治
と
中
国
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
六
頁
。

（
１１
）

滋
賀
秀
三
「
あ
と
が
き
」
律
令
研
究
会
編
『
譯
注
日
本
律
令
五
―
唐
律
疏
議
譯
注
篇
一
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）
三
四
二
〜
三

頁
。

（
１２
）
（
１２
）
律
令
研
究
会
編
『
譯
注
日
本
律
令
五
―
唐
律
疏
議
譯
注
篇
一
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）
三
三
〜
四
頁
。

（
１３
）

同
前
、
三
四
〜
五
頁
。

（
１４
）

同
前
、
三
六
頁
。

（
１５
）

高
塩
博
「
江
戸
時
代
享
保
期
の
明
律
研
究
と
そ
の
影
響
」
池
田
温
・
劉
俊
文
編
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
２
・
法
律
制
度
』（
大
修
館
、

一
九
九
七
年
）
二
一
二
〜
四
頁
。

（
１６
）

荻
生
物
茂
卿
／
内
田
智
雄
・
日
原
利
国
校
訂
『
律
例
対
照
定
本
明
律
国
字
解
』（
創
文
社
、
一
九
六
六
年
）
一
九
頁
。

（
１７
）

高
瀬
喜
朴
／
小
林
宏
・
高
塩
博
編
『
大
明
律
例
譯
義
』（
創
文
社
、
一
九
八
九
年
）
一
九
頁
。

（
１８
）

同
前
、
四
一
三
〜
四
頁
。

（
１９
）

同
前
、
四
一
五
頁
。

（
２０
）

大
隈
清
陽
「
儀
礼
制
と
律
令
国
家
―
古
代
国
家
の
支
配
秩
序
」
池
田
温
編
『
中
国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
二
年
）

一
九
九
頁
。
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
の
専
制
主
義
を
中
国
史
全
般
に
わ
た
っ
て
そ
の
起
源
を
探
ろ
う
と
す
る
が

（
カ
ー
ル
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
／
湯
浅
赳
男
訳
『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
デ
ス
ポ
テ
ィ
ズ
ム
―
専
制
官
僚
国
家
の
生
成
と
崩
壊
』（
新
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評
論
、
一
九
九
五
年
）
参
照
）、
そ
れ
は
、
特
に
、
十
四
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
ま
で
の
歴
史
条
件
に
求
め
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

M
O
T
E
,F

.W
., “

T
he

G
row

th
of

C
hinese

D
espotism

.A
C
ritique

of
W

ittfogel’s
T
heory

of
O
riental

D
espotism

as
A
pplied

to
C
hina, ”O

riens
E
xtrem

us
,A

ugust１９６１
,p.５

.

（
２１
）

前
掲
・
梅
原
、
一
七
七
頁
。
王
朝
の
正
統
性
は
、
儒
教
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
儒
教
の
「
易
姓
革
命
思
想
」
が
明
の

皇
帝
に
対
し
て
も
歯
止
め
と
な
り
え
た
と
い
う
説
明
も
あ
る
（Ibid

.,
p.３３

.

）。
し
か
し
、
易
姓
革
命
へ
の
恐
怖
が
更
な
る
圧
制
を
招
く
と

も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
２２
）

同
前
、
二
〇
五
頁
。

（
２３
）

國
学
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
近
代
日
本
法
制
史
料
集
第
九
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）
一
八
一
頁
。

（
２４
）

同
前
、
二
二
頁
。

（
２５
）
「
付
録
―
刑
法
・
治
罪
法
」
前
掲
・『
法
と
秩
序
―
日
本
近
代
思
想
体
系
』、
三
八
八
〜
九
頁
。

４

明
治
前
期
の
主
権
論
と
大
臣
責
任

一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
年
）
頃
は
、「
主
権
そ
の
他
憲
法
の
諸
原
則
の
問
題
に
つ
い
て
の
論
争
が
最
高
潮
に
達
し
た
時
期
で
あ
っ

た
」
と
言
わ
れ
て

（
１
）

い
る
。
当
時
の
新
聞
紙
上
に
お
い
て
、
様
々
な
主
権
論
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、「
東
京
日
日
新
聞
」
が
主

張
し
た
「
主
権
論
」
は
、
福
地
源
一
郎
の
手
に
な
る
も
の
で
、
い
わ
ば
政
府
の
「
御
用
学
説
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。「
東

京
日
々
新
聞
」
が
君
主
主
権
を
主
張
し
た
の
対
し
て
、
他
紙
は
こ
れ
に
批
判
的
で
あ
り
、
特
に
「
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
」
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
国
政
に
も
と
づ
い
て
「
君
民
共
治
」
を
主
張
し
、「
東
京
日
々
新
聞
」
と
激
し
く
論
争
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
見
解
の
ほ

か
に
も
、
主
権
在
民
論
や
国
家
主
権
論
な
ど
も
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
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「
東
京
日
々
新
聞
」
は
、
内
閣
制
度
に
関
し
、「
国
王
は
統
べ
て
治
め
ざ
る
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
内
閣
制
」
と
「
国
王
が
統
べ
か
つ
治
め
、

議
院
の
多
数
派
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
な
い
プ
ロ
イ
セ
ン
の
帝
室
内
閣
制
」を
対
比
し
た
う
え
で
、
議
院
内
閣
制
を
否
認
し
て

（
２
）

い
る
。「
東

京
横
浜
毎
日
新
聞
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
内
閣
に
つ
い
て
、「
英
国
民
は
数
世
紀
の
辛
苦
を
経
て
こ
の
最
良
法
を
発
明
し
た
り
」
と

述
べ
、
政
党
内
閣
で
な
け
れ
ば
、
世
論
は
通
路
を
塞
が
れ
、「
武
力
腕
力
の
手
段
」
が
用
い
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
う
。
だ
か
ら
、

「
帝
王
は
悪
事
を
為
し
得
ず
と
云
う
は
立
憲
制
度
の
妙
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
内
閣
を
政
党
内
閣
と
し
施
政
の
責
を
内
閣
に
委
ね
政
治

に
過
誤
あ
ら
ば
帝
王
負
担
す
る
責
を
内
閣
に
委
ね
帝
王
は
無
責
任
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
を
云
う
の
で
あ
っ
て
、
政
党
内
閣
に
あ
ら
ざ

れ
ば
皇
位
は
神
聖
な
ら
ず
」
と
論
じ
て

（
３
）

い
る
。

「
報
知
新
聞
」
は
、
尾
崎
行
雄
の
演
説
草
稿
を
掲
載
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
院
内
閣
制
を
紹
介
し
、
プ
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、「
執
政
官

の
過
失
は
君
主
の
過
失
と
な
り
ビ
ス
マ
ル
ク
議
員
を
罵
れ
ば
人
民
は
彼
を
怨
み
ず
し
て
王
を
怨
む
、
執
政
官
は
自
ら
責
任
を
負
担
せ
ず
、

そ
の
君
を
し
て
こ
れ
を
負
担
せ
し
め
『
己
ハ
則
チ
玉
座
ノ
陰
ニ
居
テ
人
民
憤
怨
ノ
弾
丸
ヲ
避
ン
ト
ス
』
是
れ
人
臣
の
な
す
べ
き
所
に
あ

ら
ず
、
普
国
王
の
如
き
は
今
を
去
る
百
余
年
前
一
諸
侯
よ
り
起
て
王
位
に
登
れ
る
者
な
れ
ば
こ
れ
に
責
任
を
負
担
せ
し
め
人
民
の
怨
府

た
ら
し
む
る
も
或
は
可
な
ら
ん
も
、
我
帝
室
は
万
世
一
系
四
海
無
比
の
帝
王
た
り
、
普
を
学
ん
で
天
皇
陛
下
に
責
任
を
負
担
せ
し
め
帝

室
を
以
て
人
民
の
怨
府
た
ら
し
む
る
可
ら
ざ
る
な
り
」
と
説
い
て

（
４
）

い
る
。
大
坂
の
「
日
本
立
憲
政
党
新
聞
」
は
、「
我
国
将
来
の
内
閣

も
今
日
英
国
の
内
閣
の
如
き
善
良
完
全
の
も
の
を
組
織
す
る
を
期
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
し
、「
内
閣
を
し
て
人
民
に
対
し
て
責
任
を

負
担
せ
し
む
る
方
法
」
と
し
て
は
、
�
下
院
の
弾
劾
と
�
内
閣
の
更
迭
を
挙
げ
て

（
５
）

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
東
京
日
々
新
聞
」
で
さ
え
も
、「
帝
王
は
悪
事
を
為
し
得
ず
（K

ing
can

do
no

w
rong

）」
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の

法
理
を
引
用
し
、「
政
党
内
閣
に
あ
ら
ざ
れ
ば
皇
位
は
神
聖
な
ら
ず
」
と
論
じ
、「
報
知
新
聞
」
の
尾
崎
行
雄
も
、「
天
皇
陛
下
に
責
任

を
負
担
せ
し
め
帝
室
を
以
て
人
民
の
怨
府
た
ら
し
む
る
可
ら
ざ
る
な
り
」
と
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
の
地
位
は
、
大
臣
の
責
任
制
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度
と
不
可
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
憲
法
三
条
の
「
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵

ス
へ
カ
ラ
ス
」
と
い
う
規
定
こ
そ
が
外
来
思
想
な
の
で
あ
り
、
西
欧
諸
国
の
憲
法
で
は
、
あ
た
り
ま
で
の
規
定
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

明
治
二
〇
年
の
井
上
毅
が
起
草
し
た
甲
・
乙
両
案
に
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
文
言
は
な
く
、
ド
イ
ツ
人
顧
問
の
ロ
エ
ス
レ
ル
（H

.

R
oesler

）
が
準
備
し
た
草
案
に
よ
っ
て
初
め
て
加
え
ら
れ
た
の
で

（
６
）

あ
る
。
福
沢
諭
吉
の
門
弟
た
ち
に
よ
る
交
詢
社
の
「
私
擬
憲
法
案
」

で
は
、「
天
皇
ハ
聖
神
ニ
シ
テ
犯
ス
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
政
務
ノ
責
ハ
宰
相
之
ニ
當
ル
」（
三
条
）
と
し
、「
天
皇
は
内
閣
宰
相
ヲ
置
キ

万
機
ノ
政
ヲ
信
任
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て

（
７
）

い
る
。

明
治
憲
法
五
五
条
の
国
務
大
臣
の
輔
弼
責
任
に
つ
い
て
、『
憲
法
義
解
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
シ

ア
、
ア
メ
リ
カ
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
臣
責
任
追
及
制
度
を
紹
介
し
、
明
治
憲
法
に
お
け
る
大
臣
責
任
制
度
を
次
の
四
つ
に

要
約
し
て
い
る
。
�
「
大
臣
は
、
其
の
固
有
職
務
な
る
輔
弼
の
責
に
任
ず
。
而
し
て
君
主
に
代
わ
り
責
に
任
ず
る
に
非
ざ
る
な
り
」、

�
「
大
臣
は
君
主
に
對
し
直
接
に
責
任
を
負
ひ
、
又
人
民
に
對
し
間
接
に
責
任
を
負
ふ
者
な
り
」、
�
「
大
臣
の
責
を
裁
判
す
る
者
は

君
主
に
し
て
人
民
に
非
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
君
主
は
國
の
主
權
を
有
す
れ
ば
な
り
」、
�
「
大
臣
の
責
任
は
政
務
上
の
責
に
し

て
、
刑
事
及
民
事
の
責
と
相
關
渉
す
る
こ
と
な
く
、
又
相
抵
觸
し
及
乘
除
す
る
こ
と
な
か
る
べ
き
な
り
。
而
し
て
刑
事
・
民
事
の
訴
は

之
を
通
常
裁
判
所
に
付
し
、
行
政
職
務
の
訴
は
之
を
行
政
裁
判
所
に
付
す
べ
き
の
外
、
政
務
責
任
は
君
主
に
由
り
懲
罰
の
處
分
に
付
せ

ら
れ
る
べ
き
な
り

（
８
）

」
と
。
こ
の
よ
う
に
、『
憲
法
義
解
』
の
伊
藤
博
文
の
理
解
で
は
、
大
臣
は
、
天
皇
に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
英
訳
を
携
え
て
、
欧
米
の
識
者
を
訪
問
し
た
金
子
堅
太
郎
に
対
し
て
、
大
臣
責
任
に
言
及
す
る
者
が
少
な
か
ら
ず
い

た
こ
と
は
興
味
深
い
。

パ
リ
大
学
憲
法
学
教
授
で
フ
ラ
ン
ス
元
老
院
議
長
秘
書
の
ル
ボ
ン
は
、「
予
は
日
本
の
憲
法
は
全
く
日
耳
曼
（
ゲ
ル
マ
ン
）
主
義
に

基
づ
き
た
る
も
の
た
る
を
信
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
そ
の
精
神
を
探
求
す
れ
ば
、
英
国
の
憲
法
の
主
義
も
余
程
そ
の
中
に
包
含
せ
ら
れ
た
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り
」
と
総
評
し
、
大
臣
の
責
任
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
憲
法
五
十
五
条
の
正
条
に
つ
い
て
は
、
予
は
毫
も
異

見
な
し
。
た
だ
そ
の
解
釈
に
お
い
て
、
伊
藤
伯
は
大
臣
は
連
帯
の
責
任
な
し
と
謂
へ
り
。
予
は
こ
れ
を
以
て
謂
い
過
ぎ
た
り
と
思
考
す
。

何
と
な
れ
ば
、
大
臣
の
責
任
に
は
二
種
あ
り
。
一
は
、
刑
事
上
の
責
任
に
し
て
、
一
は
政
治
上
の
責
任
な
り
。
刑
事
上
の
責
任
に
対
し

て
は
連
帯
に
あ
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
政
治
上
の
責
任
に
つ
い
て
は
連
帯
な
ら
ず
と
云
う
こ
と
を
得
ず
。
し
か
る
に
、
独
逸
の
憲
法
学
者

は
二
個
特
殊
の
責
任
を
混
同
し
て
、
終
に
大
臣
責
任
の
論
説
を
誤
て
り
。
而
し
て
、
連
帯
責
任
は
即
ち
大
臣
が
議
会
に
対
し
て
有
す
る

も
の
な
り
。
英
国
、
仏
国
、
白
耳
義
等
に
お
い
て
は
、
…
大
臣
た
る
者
は
、
一
方
に
お
い
て
は
刑
事
上
の
責
任
を
有
し
、
ま
た
他
の
一

方
に
お
い
て
は
政
治
上
の
責
任
を
有
す
る
な
り
。
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
刑
事
上
の
処
罰
と
政
治
上
の
弾
劾
と
を
併
せ
課
せ
ら
る
る
も

の
と
す
。
日
本
の
如
く
ま
た
日
耳
曼
の
如
き
国
に
お
い
て
は
、
大
臣
は
刑
事
上
に
つ
い
て
は
連
帯
責
任
な
し
と
い
え
ど
も
、
そ
の
政
治

上
の
責
任
は
連
帯
に
し
て
存
す
る
も
の
な
り
」
と
、
大
臣
は
、
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
臣
の
天
皇
に
対
す
る
責
任
が
規
定
さ
れ
て
い
て
も
、「
元
来
議
会
の
成
立
す
る
国
に
お
い
て
、
大
臣
が
天
皇
に
対
し
責

任
を
有
す
る
と
称
す
る
は
、
い
わ
ゆ
る
法
律
上
の
仮
定
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
に
し
て
、
実
際
に
お
い
て
は
議
会
に
対
し
て
そ
の
責
任
を

有
す
る
も
の
な
り
。
今
も
し
天
皇
に
し
て
議
会
の
信
用
せ
ざ
る
大
臣
を
任
命
せ
ん
乎
。
そ
の
議
会
は
忽
ち
そ
の
大
臣
に
反
対
す
べ
き
を

以
て
、
到
底
そ
の
政
治
を
行
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
」
と
断
じ
て
い
る
。
こ
の
「
仮
定
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）」
を
額
面
通
り
に
受
け
取
っ

て
し
ま
う
場
合
に
は
、
つ
ま
り
「
大
臣
は
単
に
天
皇
に
対
し
て
の
み
責
任
を
有
し
、
議
会
に
対
し
責
任
を
有
せ
ず
と
す
る
と
き
に
は
、

議
会
に
お
け
る
言
論
の
攻
撃
は
、
互
い
に
天
皇
に
向
け
て
発
射
せ
ら
れ
、
到
底
天
皇
と
議
会
と
の
軋
轢
を
生
じ
、
天
皇
は
神
聖
侵
す
べ

か
ら
ず
と
云
ふ
格
言
を
完
ふ
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
る
べ
し
。
故
に
、
こ
の
軋
轢
を
避
け
ん
が
た
め
に
、
天
皇
と
議
会
と
の
間
に
お

い
て
責
任
を
有
す
る
大
臣
を
置
き
た
る
所
以
な
り
」
と
、
そ
の
危
険
性
を
指
摘
し
て

（
９
）

い
る
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ダ
イ
シ
ー
博
士
は
、「
責
任
宰
相
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。「
大
臣
の
責
任
は
帝
王
に
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対
す
る
か
将
た
国
会
に
対
す
る
か
の
問
題
に
つ
き
、
余
の
信
ず
る
所
は
、
大
臣
の
責
任
は
国
会
に
対
し
て
存
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
、

国
会
に
お
い
て
そ
の
責
任
を
実
施
せ
し
む
る
も
の
は
、
全
く
英
国
下
院
の
専
有
に
係
る
、
金
銭
の
出
納
を
許
否
す
る
権
利
に
あ
る
も
の

と
す
。
も
し
英
国
の
下
院
に
お
い
て
、
政
府
よ
り
提
出
す
る
所
の
毎
年
の
予
算
案
を
審
議
す
る
こ
と
を
拒
む
と
き
に
至
ら
ば
、
陸
海
軍

は
勿
論
、
そ
の
他
の
行
政
機
関
を
麻
痺
せ
し
め
、
終
に
国
政
を
統
括
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
至
ら
ん
。
故
に
、
英
国
の
立
憲
政
体
を
実

施
す
る
の
権
力
は
、
全
く
下
院
の
有
す
る
財
政
案
許
否
の
権
利
に
存
在
す
る
も
の
な
り
。
し
か
る
に
、
独
逸
に
お
い
て
は
、
帝
王
は
議

会
の
承
諾
を
経
ず
し
て
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
能
は
ず
と
言
ふ
原
則
は
認
定
せ
し
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
と
同
時
に
帝
王
は
金
銭
に
関
す

る
命
令
の
下
に
お
い
て
重
大
な
る
行
政
の
権
力
を
有
す
る
も
の
な
り
。
こ
の
政
体
の
如
き
は
、
英
国
の
制
度
よ
り
優
れ
る
も
の
に
し
て
、

日
本
に
お
い
て
こ
れ
を
採
用
せ
ら
れ
た
る
こ
と
、
予
も
も
っ
と
も
賛
成
す
る
所
な
り

（
１０
）

」
と
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
ア
ン
ソ
ン
の
日
本
憲
法
に
関
す
る
意
見
書
で
は
、
大
臣
の
責
任
に
つ
い
て
は
、「
日
本
憲
法
に
よ
れ

ば
、
行
政
の
大
権
は
悉
く
こ
れ
を
挙
げ
て
君
主
に
帰
せ
し
め
、
大
臣
は
天
皇
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
の
み
に
し
て
、
議
会
に
向
か
っ

て
行
政
の
責
に
任
せ
ざ
る
が
故
に
、
天
皇
自
ら
行
政
の
責
任
を
負
ふ
が
如
し
。
も
し
政
府
に
し
て
過
失
あ
る
と
き
は
、
勢
い
天
皇
議
会

の
攻
撃
の
衝
に
当
た
り
、
人
民
怨
嗟
の
府
と
な
る
の
恐
れ
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
…
…
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
固
よ
り
政
略
の
宜

し
き
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
故
に
、
大
臣
に
お
い
て
そ
の
明
智
を
用
ゐ
て
人
心
の
向
背
を
察
し
、
公
明
の
徳
義
心
に
よ
っ
て
職
権

の
濫
用
を
避
け
な
ば
、
前
陳
の
極
端
に
走
る
こ
と
な
か
る
べ
し
」
と
述
べ
、
天
皇
の
責
任
に
つ
い
て
危
惧
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
適

正
な
運
用
に
よ
っ
て
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
て

（
１１
）

い
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
意
見
で
は
、「
日
本
憲
法
全
体
の
構
造
は
、
日
本
古
来
の
歴
史
お
よ
び
現
時
の
形
勢
に
、
日

耳
曼
風
の
立
憲
政
体
を
応
用
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
て
、
全
く
英
国
風
に
異
な
れ
り
」
と
評
価
し
て

（
１２
）

い
る
。
大
臣
の
政
治
責
任
に
つ
い
て

は
、「
憲
法
義
解
が
日
本
憲
法
の
原
則
に
基
き
、
大
臣
の
負
ふ
べ
き
政
治
上
の
責
は
独
り
君
主
に
対
す
る
あ
る
の
み
と
主
張
す
る
は
、
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予
の
首
肯
す
る
所
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
大
臣
を
し
て
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
し
む
る
は
、
そ
の
排
除
せ
ん
と
欲
す
る
議
会
政
治

を
誘
入
す
る
と
同
じ
け
れ
ば
な
り
。
苟
く
も
天
皇
に
し
て
親
ら
君
臨
統
治
せ
ら
る
る
と
す
れ
ば
、
大
臣
た
る
も
の
は
誠
実
に
そ
の
職
務

を
行
ひ
、
法
律
お
よ
び
憲
法
の
範
囲
を
超
え
ざ
る
限
り
は
、
た
だ
天
皇
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
背
法
違
憲
」
に
関
し
て
は
、
独
立
裁
判
所
の
裁
判
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

（
１３
）

い
る
。

ブ
ラ
イ
ス
の
意
見
書
に
お
い
て
も
、「
日
本
の
憲
法
は
こ
れ
を
全
体
よ
り
評
す
れ
ば
、
深
思
熟
慮
を
費
や
し
て
起
草
し
た
る
も
の
と

謂
ふ
べ
し
」
と
評
価
し
、
英
国
の
内
閣
制
度
は
、「
久
し
く
君
主
政
治
の
下
に
在
り
た
る
国
民
を
し
て
、
俄
か
に
こ
れ
を
採
用
せ
し
む

る
は
、
む
し
ろ
稍
々
君
主
政
治
の
傾
き
あ
る
政
体
を
採
用
せ
し
む
る
の
優
れ
る
に
し
か
ら
ざ
る
が
如
し
」
と
述
べ
、
内
閣
制
度
の
急
激

な
導
入
を
戒
め
て

（
１４
）

い
る
。
五
五
条
に
関
連
し
て
大
臣
の
責
任
に
触
れ
、「
国
務
大
臣
は
独
り
天
皇
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
の
み
に
て
、

国
会
に
対
し
て
は
責
任
を
有
せ
ざ
る
が
如
し
」
と
述
べ
る
。
議
院
は
、
国
務
大
臣
を
弾
劾
で
き
な
い
が
、
弾
劾
制
度
を
設
け
る
べ
き
で

あ
る
と
説
く
。「
天
皇
不
幸
に
し
て
不
当
の
政
策
を
行
わ
れ
た
る
と
き
、
国
民
の
怨
望
を
国
務
大
臣
に
移
す
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

条
件
た
る
こ
と
を
信
ず
る
も
の
な
り
」
と
そ
の
理
由
を
述
べ
て

（
１５
）

い
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
臣
の
責
任
が
天
皇
に
対
し
責
任
を
負
う
と
い
う
規
定
を
「
仮
定
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）」
と
す
る
に
足
り
る
よ
う
な

立
憲
主
義
の
歴
史
的
経
験
が
当
時
の
日
本
に
は
な
か
っ
た
。
美
濃
部
達
吉
は
、「
君
主
ノ
行
為
ニ
同
意
シ
タ
ル
コ
ト
ニ
付
キ
責
ニ
任
ス

ル
ニ
在
リ
」、
こ
の
責
任
は
、
議
会
に
対
し
て
負
う
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
問
責
の
結
果
は
、
事
実
問
題
で
あ
っ

て
、
大
臣
の
辞
職
、
議
会
の
解
散
、
相
互
の
譲
歩
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と

（
１６
）

い
う
。
し
か
し
、
明
治
憲
法
三
条
の
「
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ

侵
ス
へ
カ
ラ
ス
」
と
い
う
規
定
は
、
水
戸
学
的
名
分
論
の
文
脈
に
置
き
か
え
ら
れ
て
、
や
は
り
欧
米
と
は
別
の
歴
史
的
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

３６身分制議会と立憲主義（八）



（
１
）

稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
上
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
〇
年
）
五
九
九
頁
。

（
２
）

同
前
、
六
四
七
頁
。

（
３
）

同
前
、
六
五
四
頁
。

（
４
）

同
前
、
六
五
五
頁
。

（
５
）

同
前
、
六
五
六
頁
。

（
６
）

尾
藤
正
英
『
江
戸
時
代
と
は
な
に
か
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
二
四
一
〜
三
頁
。
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
下
巻
』（
有
斐

閣
、
一
九
六
二
年
）
一
三
八
頁
。

（
７
）

前
掲
・
稲
田
『
明
治
憲
法
成
立
史
上
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
九
年
）
三
八
三
頁
。

（
８
）

前
掲
・『
憲
法
義
解
』、
八
七
頁
。

（
９
）

前
掲
・『
欧
米
議
院
制
度
取
調
巡
回
記
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
一
年
）
七
八
〜
八
一
頁
。

（
１０
）

同
前
、
九
九
頁
。

（
１１
）

同
前
、
一
一
六
〜
七
頁
。

（
１２
）

同
前
、
一
三
九
頁
。

（
１３
）

同
前
、
一
五
〇
頁
。

（
１４
）

同
前
、
一
六
三
頁
。

（
１５
）

同
前
、
一
六
七
頁
。

（
１６
）

美
濃
部
達
吉
「
大
臣
責
任
論
」『
憲
法
及
憲
法
史
研
究
全
﹇
復
刻
版
﹈』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
﹇
初
版
明
治
四
一
年
﹈）
二
五
三
〜
五

頁
。
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